
1岩手大学統合報告書2025

タイトル：青い、走る
作者：永井  竣大

（岩手大学教育学部附属特別支援学校高等部３年）

作品解説：この作品は、スポーツをテーマに制作し
たポスター原画です。「スポーツ」からイメージす
る言葉や色を考えて構成しました。「走る、投げる、
跳ぶ」の運動をしている人をモチーフに描き、スポー
ツのスピード感や力強さを背景の色彩で表現しまし
た。（指導者）

【お問合せ先】
岩手大学戦略企画・評価分析室
〒020-8550 岩手県盛岡市上田 3 -18 - 8
TEL：019-621-6032
E-mail：senryaku@iwate-u.ac.jp
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5学部
4,619人
（2025年 5月 1日現在）

県内高校出身者  40.1%
（2025年 8月 6日現在）

（文部科学省研究振興局学術研究推進課
「令和 7年度科学研究費助成事業の配分について」）

獣医学、畜産学およびその関連分野

9位

5研究科
225人
24か国1地域
（2025年 5月 1日現在）

就職率

敷地面積

教員数

学　部 95.5%
大学院 98.0%

県内就職率：学　部 28.7％
大学院 13.6％

（2024年度卒業者・修了者実績）

14,719,575㎡

385人
（2025年 5月 1日現在）

876人
（2025年 5月 1日現在）

学　部：39.7%
大学院：28.8%

（2025年 5月 1日現在）

４学部を改組
工学部を理工学部に改組・設置
農学部に水産システム学コースを新設

三陸復興推進機構（現 研究支援・産学連携センター）
地域防災センター設置

・女性教員比率：21.0%（目標 22%）
・女性教授比率：10.6%（目標 11%）
・若手教員採用比率：60.3%（目標 40.8%）
・海外研究者受入件数（8日以上滞在）：23件／年（目標24.3件／年平均）
・教員海外派遣件数（3カ月以上）：3件／年（目標2.8件／年平均）
・女性職員（常勤）の比率：40.9%

留学生数・出身国数大学院学生数

学部学生数

大学院数

学部数 女子学生比率

職員数

敷地面積 科研費中区分別採択件数
（過去５年間の新規採択の累計数）

401人
（2025年 5月 1日現在）

（再雇用職員、契約職員、
　　　　 パートタイム職員含む）

全国立大学（85大学）中

7位
東京ディズニーランド
約29個分相当

大学院総合科学研究科設置（地域創生専攻新設）
釡石キャンパス開設

地域協創教育センター設置

獣医学部設置
理工学部・農学部を改組

・女性管理職比率：23.9%
・大学執行部女性比率：16.7%（目標 20%）
・将来の大学執行部人材育成：21名（目標18名／年）
・男女教職員の賃金差異：84.6%

※男性の賃金に対する女性の賃金の割合（％）

・男性教職員の育児休業又は特別休暇取得率：55.6%
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　岩手大学の研究教育活動に対し、日頃より温か

いご理解とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。

　本報告書は、岩手大学の教育、研究、社会貢献

活動を統合的にまとめ、ステークホルダーの皆様

に透明性のある情報を提供することを目的として

います。本学では、2021年７月に2030年を見据え

た大学像として「岩手大学ビジョン2030」を掲げて

おり、その達成に向けた、令和６年度の主要な活

動と成果を振り返り、今後の方向性を示すことを

目指しています。

　本学では、教育と研究の質の向上に努めるとと

もに、地域社会との連携を強化し、持続可能な社

会の実現に貢献しています。本報告書では、教育・

研究活動、社会貢献活動、財務情報といった主要

なセクションに関して、取り組みと成果を詳述し

ています。

　本報告書を通じて、我が大学の現在の状況と未

来への展望についてご理解いただければ幸いです。
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地域と共に、未来を創る知の拠点へ

　「岩手大学統合報告書 2025」をご覧いただき、ありが
とうございます。本報告書は「現在進行形の岩手大学」
をお伝えし、ステークホルダーの皆様に本学へのご理
解を深めていただくためのものです。本報告書を通じ、
私たちの大学がどのような教育研究活動や大学運営活
動を展開し、地域社会や広く社会全体への貢献を果た
しているか、そして未来に向けてどのようなビジョン
を描いているかをお伝えできることを嬉しく思います。
　本学は、1949 年に新制大学として発足以来、数多く
の卒業生・修了生を社会に送り出し、2004 年の国立大
学法人化においては「岩手の “ 大地 ” と “ ひと ” と共に」
を校是に掲げ、学術文化の創造と高い教養・深い専門
性を備えた人材の育成により、社会の発展の一端を担
うとともに、地域の自治体、企業等の皆様との産学官
連携や共同研究を通じた地域貢献に尽力してまいりま
した。また 2011 年の東日本大震災以降、地域の復興推
進は被災県にある国立大学に託されたミッションであ
るとの認識のもと、その役割を果たしてきました。
　さて、今日の私たちを取り巻く社会は、急激な人口
減少や産業構造の変化、また気候変動やパンデミック
への対応など、急速な変化に直面し予測不能で不確実
な時代を迎えており、その中で国立大学に求められる
役割も大きく変わってきています。こうした時代にあっ
て、地域の中核としての高度な知を提供する国立大学
としての岩手大学は、独自の教育研究の活性化は勿論
のこと、地域との共同での取組を推進することが求め
られています。そこで、地域における高等教育機関・
中核的学術拠点としてのセントラルドグマ（中心命題）
を予測不能な VUCA 時代を切り拓く強靭でしなやかな
人材を育成・輩出し、社会に貢献していくこととし、
地域の持続的発展に寄与することが重要な使命のひと
つであると位置付けました。勿論そのためには、本学
が経営・教学の双方で健全に運営され、かつ教育・研究・
社会貢献の各領域において、地域に頼られる存在であ
ることが必要なことは言うまでもありません。
　そこで第 4 期中期目標期間を迎える前年の 2021 年 7
月に、10 年後の未来を見据えた岩手大学ビジョン 2030

『よりよい未来を創造する「地域の知の府」「知識創造
の場」として、地域に頼られ、尊敬され、愛される大

学となる』を新たに掲げました。ビジョンの実現に向
けた具体的な道筋は、学生、教職員と共に考え、協力
して創りあげるべきであるとの考えから、行動規範を

「共考と協創（共に考え、協力して創る）」としています。
その方向性は、卒業生である宮沢賢治の想い「世界が
ぜんたい幸福にならないうちは個人の幸福はあり得な
い」（Well-being）を受け継ぎ、誰一人取り残さない、持
続可能な社会の実現のため、予測不能な VUCA 時代を
切り拓き、力強く生きる力を持ったレジリエントな人
材の育成を目指すものであり、ビジョン実現に向け教
職員が一丸となり取り組んでいます。ビジョンでは、
教育、研究、社会貢献、職場環境、大学経営の５つの
目標を掲げ、それを達成するための 23 の戦略に基づき、
具体的な事業をアクションプランへと展開し、実施し
ています。ここでいくつかのトピックスについて、簡
単にご紹介します。

　まず、教育面についてです。本学では本年４月、理
工学部・農学部の再編及び獣医学部の新設を行いまし
た。これはビジョンに基づき、社会構造・産業構造の
変化を受けて生じる新たな社会的・地域的ニーズに積
極的に対応していくとの本学の意思をひとつの形とし
て体現したものであり、特に獣医学部の新設は、本学
の歴史においても大きな変革の一つと言えます。我が
国初の高等農林学校として設立された「盛岡高等農林
学校」をルーツに持つ本学において、120 余年の歴史と
伝統ある獣医学をさらに発展させ、国際通用性のある
獣医師として育成・輩出することは、全国有数の畜産
県である岩手、さらには我が国の未来を支えることに
つながるものと考えています。新たな５学部体制の下、
今後も、学生の主体的に学び成長する力を高め、専門
性と実践力を併せ持つレジリエントな人材の育成を目
指し、一層の教育機能の充実を図っていきます。
　研究面では、特色ある研究の推進に向け、これまで
培ってきた次世代農学や表面界面・ナノ工学、地域の
歴史文化研究等の研究を重点研究分野に位置づけ、研
究センターを中心に研究基盤の強化を進めています。
また、新たな強み・特色となりうる先進的な研究の創
出・発展を目的とする科学技術イノベーション推進ラ
ボにおいて、新たに「グリーン表面界面ナノ工学研究

共考と協創で築く持続可能な社会

地域課題・社会ニーズに応える取組の推進

Message from the President

学長
メッセージ
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ユニット」及び「いわて畜産テリトーリオ研究ユニット」
の 2 つの研究ユニットを設置しました。両ユニットに
は経費や URA による支援等を行い、更なる大型外部資
金の獲得や関連分野における学術論文の増加等、持続
可能で特徴ある研究ユニットとしての取組を強化しま
す。本学の研究の学際性を高め社会実装に結びつく研
究を推進し、新たな価値の創造に繋げていきたいと考
えています。
　社会貢献面では、およそ 35 年に及ぶ岩手での産学官
連携活動により培われた「地域連携」が本学の強みで
あり、これまでも高い評価をいただいています。今年
度は本学を事業責任機関とする「いわて高等教育地域
連携プラットフォーム」が文部科学省の「リカレント
教育エコシステム構築支援事業」に採択されました。
岩手におけるオープンリカレントエコシステムの構築
を通じ、高度で持続可能な地域社会の形成に貢献して
いきます。地域に立脚する国立大学として、より一層
地域社会への貢献を果たすためには、高等教育への要
望や課題に関する地域社会との継続的な対話が重要で
あり、今後も「いわて高等教育地域連携プラットフォー
ム」や「いわて未来づくり機構」等の対話の場を活用し、
地域課題やビジョンの共有も含め、地域社会と一体と
なり地域創生の取組を進めていきます。
　最後に職場環境・大学経営面では、A I、RPA をはじ
めとするデジタル技術を導入し、DX の積極的推進や業
務運営体制の高度化を進めています。電子決裁・電子
保存の導入では、年間約 40 万枚の印刷枚数削減に加え、
在宅勤務時や出張時の文書確認・決裁も可能になる等、
働き方の観点からも良い効果が生まれています。また
今年度より新たに、学長の下に「岩手大学成長戦略会
議」を設置し、本学の強み・特色ある研究を通じたイ
ノベーションの創出と本学経営基盤の強化を実現する
ための体制も構築しました。加えて、多様な自己財源
の確保策として、同窓会との連携による寄附金の増額
や URA の充実による産業界等からの外部資金の増額、
ネーミングライツ事業等の保有資産の有効活用による
自己収入の増額等により、安定的な財務基盤の確立に
向けた取組も併せて進めています。

　岩手大学ビジョン 2030 は本学の未来を築く指針です。

ビジョンに掲げた「地域の知の府」「知識創造の場」と
して、これからも本学が持続的に発展していくために
は、学生の主体的に学ぶ力、教員の新たな知を創出す
る力、職員の大学運営を担う力を高め結集するととも
に、ステークホルダーの皆様との対話を継続し、より
良い岩手大学、より良い地域社会を共に考え、協力し
て創ることが重要かつ不可欠であると考えています。
また、ステークホルダーの皆様との対話は、まず 「本
学を知っていただく」 ことなしに始めることはできま
せん。本報告書が岩手大学の今をご理解いただく一助
となれば幸いです。
　岩手大学は、より良い未来を創造する高等教育研究
機関として、また地域に根差し地域と共に歩む国立大
学として、次代を担う有為な人材の輩出や特色ある研
究の推進、研究成果の普及や大学独自技術の社会実装
等により、これからも地域社会や世界に貢献していき
ます。
　引き続き岩手大学への一層のご支援とご協力を賜り
ますよう、よろしくお願い申し上げます。

ステークホルダーの皆様へ
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長
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― 岩手大学ビジョン2030の実現に向けて ―

岩手大学長　小川　智
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喜多：本日は、科学技術振興機構（JST）の「共創の場形成

支援プログラム（COI-NEXT）」に採択された「いわて畜産

テリトーリオ」について、澤井先生と杉田先生にお話を

伺います。

　まずは、プロジェクトの概要について澤井先生にご説

明いただきます。

澤井：本プロジェクトは、JSTの「共創の場形成支援プロ

グラム（COI-NEXT）」に採択されたもので、地域共創分

野の育成型として２年間の活動を経て、今後10年の本格

型への移行を目指しています。正式名称は『農村と都市

との豊かな結びつきを育む「いわて畜産テリトーリオ」創

造拠点』で、このプロジェクトは、岩手県の畜産を核に

地域課題の解決を目指す取り組みです。岩手は北海道に

次ぐ畜産基地であり、特に乳牛や養鶏が盛んですが、担

い手不足や飼料の確保など、深刻な課題を抱えています。

これらの課題に対応しながら、地域コミュニティの維持・

発展を図ることが本プロジェクトの目的です。

　「人が変わる・大学が変わる・社会が変わる」という

キャッチフレーズのもと、大学が地域のニーズを丁寧に

汲み取り、従来の「シーズ主導型」ではなく「バックキャ

スト型」の研究を推進しています。これは、大学の技術

や知識を一方的に提供するのではなく、地域が抱える課

題を出発点とし、それに応える形で研究と教育を展開す

る新しいアプローチです。

喜多：今回、畜産に着目されたということですが、岩手

県の畜産は全国的にも重要な位置づけですね。北海道・

岩手以外では、どの地域が畜産が盛んなのでしょうか？

澤井：九州の宮崎・鹿児島・熊本などが挙げられます。

「いわて畜産テリトーリオ」とは

喜多　一美
理事（総務・戦略企画担当）
副学長

澤井　健
岩手大学COI-NEXTプロジェクトリーダー・
研究開発課題１リーダー　農学部教授

杉田　早苗
岩手大学COI-NEXT研究開発課題
４リーダー　農学部准教授

Feature article1

岩手大学成長戦略　    いわて畜産テリトーリオが拓く持続可能な社会

「畜産が変わる・地域が変わる・大学が変わる」
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気候の違いにより、北日本では乳用牛、南日本では養豚

が盛んです。岩手県では養鶏も盛んで、地域ごとに特色

があります。

喜多：気候の違いにより、畜産には地域ごとの特色があ

るんですね。畜産業は食料の安定供給に欠かせない存在

であり、米不足のような事態が起これば社会に混乱を招

きます。現在の畜産体制は安定しているのでしょうか？

澤井：酪農は飲用乳の自給率が高く、生産物自体は国内

で賄えていますが、乳牛の飼料は輸入に大きく依存して

います。飼料には粗飼料と濃厚飼料があり、北東北では

粗飼料の自給はある程度可能ですが、濃厚飼料はほぼ全

量が海外産です。さらに、国際情勢や気候変動、世界的

な畜産需要の増加により、飼料の確保は今後ますます厳

しい環境に置かれると考えられます。

喜多：なるほど、今回のCOI-NEXTでは飼料自給に関す

ることもプロジェクトの一つとなっていますが、何か具

体的な対策や方向性があれば教えてください。

澤井：はい、畜産・酪農の担い手不足が深刻化する中、

従来の血縁による後継や新規就農だけでは人材確保が難

しくなっています。そこで本プロジェクトでは、誰でも

畜産に関われる社会の実現を目指し、技術や仕組みの開

発に取り組んでいます。特に飼料生産では、岩手県が粗

飼料の自給率約８割と高いものの、今後の持続性を考慮

し、誰でも栽培できるような効率的な技術の開発を進め

ています。

喜多：一方、先ほど出た濃厚飼料の自給率はどれくらい

でしょうか？

澤井：濃厚飼料の自給率は２割未満で、ほとんど輸入に

頼っているのが現状です。プログラム育成型の期間にお

いては粗飼料の技術開発に注力しますが、その後はとう

もろこしや大豆などの濃厚飼料に関しても取り組む予定

です。

喜多：飼料の問題は非常に重要ですが、農業分野では自

治体による支援も多くあるかと思います。今回の取り組

みは、産官学の連携による共同プロジェクトと理解して

いますが、県や市町村など自治体との関わりは、具体的

にどのようになっているのでしょうか？

澤井：プロジェクト名に含まれる「テリトーリオ」はイタ

リア語で「地域圏」を意味し、地理的なつながりだけでな

く、文化や歴史を共有するコミュニティの概念です。本

プロジェクトでは、岩手県北部の畜産を基幹産業とする

６市町村と連携し、それぞれの地域課題を洗い出しなが

ら、畜産を軸にした岩手型テリトーリオの形成を目指し

ています。この取り組みは大学単独ではなく、地域との

協働が不可欠であり、岩手県の畜産課もプロジェクトに

参画し、行政と連携した体制で進められています。

喜多：澤井先生の方から「テリトーリオ」というイタリア

語の言葉についてご説明がありましたが、その中におい

て共同体やまちづくりということが欠かせないと思いま

す。まちづくりを専門とされている杉田先生の方から、

岩手県のような人口減少地域におけるまちづくりに関す

る考えをお聞かせください。

杉田：私は、首都圏と地方のまちづくりには大きな違い

があると感じています。特に自然環境の有無が決定的で、

東京では自然が失われ、地球環境への危機感も薄い傾向

があります。一方、岩手では課題意識が高く、自治体や

地域の方々が提案に対して前向きに応えてくださる風通

しの良さを感じました。東京では住民の自主的な活動が

制限されることもありましたが、岩手では他者への思い

やりや協力の姿勢が強く、まちづくりにおいて非常に魅

力的な環境だと思っています。

喜多：先生がこのプロジェクトで担当される課題におい

ては、都市と地方の連携という視点もあると思います。

都市と地方の価値観の違いをどう融和していくか、可能

性はあるのでしょうか？

●理事（総務・戦略企画担当）・副学長　喜多　一美
●岩手大学CO I - NEXTプロジェクトリーダー・研究開発課題１リーダー  農学部教授　澤井  健
●岩手大学CO I - NEXT研究開発課題４リーダー  農学部准教授　杉田  早苗

特設ページで
は全文をご覧
いただけます

「テリトーリオ」の形成

畜産業・地域社会の持続可能性への貢献

い
わ
て
畜
産
テ
リ
ト
ー
リ
オ
が
拓
く
持
続
可
能
な
社
会

「
畜
産
が
変
わ
る
・
地
域
が
変
わ
る
・
大
学
が
変
わ
る
」



盛岡市

八幡平市

岩泉町

葛巻町

洋野町

久慈市

盛岡市

八幡平市

岩泉町

葛巻町

洋野町

久慈市

田野畑村

課題
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● 畜産業の産地縮小と農村コミュニ
　 ティの存続の危機

● 新しい働き方
への対応
（マルチワーク等）
● 畜産未経験者でも容易に
就業できるシステム

● AI、IoT・ロボット活用
=畜産DX

● 多様な環境に対応した畜産経営
● 気候変動に適応した飼料生産流通=畜産エコ
システム

● 新たな放牧システム
（短角種牛等）
● 飼料から食卓までのフー
ドバリューチェーン

いわて畜産テリトーリオ
の実現

農村のなりわいを守り、
都市との豊かな結びつきを育む

※

※「テリトーリオ」（地域圏）とは、共通する
　社会経済的、文化的なアイデンティティを
　もつ都市・集落・農村の総体を表す

ドローン放牧管理 地域産品 食育・体験

遠隔診療

《県北部６市町村》

岩手県

展開方向

▶ 畜産学、AI、IoT・ロボット等の最先
　 端技術、社会科学等の多様な知の結集
▶ 分野横断的なイノベーション創出

■ 畜産を核とした地域活性化モデル
■ 教育・研究・普及の機能を持つ産学官
　 共創拠点

資源循環型畜産

● 獣医師不在地域のサポート体制
● ５G等の先端通信技術

● 関係人口の拡大、農村コミュニティの活性化
● 畜産の多機能性による価値創造（ツーリズム
　  ・景観・教育）
● 農村と都市の共創社会モデル

農村と都市の
多様な繋がり
をつくる
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誰でも

畜産に携われる
基盤をつくる

ターゲット２

持続可能で
魅力ある畜産
をつくる

ターゲット１

地域拠点ビジョン
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杉田：実は市民の意識はそれほど大きく変わらないかも

しれません。地方の方が危機感は少し強い傾向がありま

すが、自分の街を大切に思う気持ちは、地方でも都会で

も共通しています。首都圏にも地方の人口減少や農業の

後継者不足を心配し、生産物の購入などで応援しようと

する方がいます。そうした価値観を共有できる人々との

関係を深めることで、農村と都市の豊かな結びつきが育

まれると考えています。

喜多：価値観を共有できる人との連携を通じて、情報共

有や体験を重ね、関係人口の形成につなげることが重要

ですね。岩手県でも定住促進の取り組みがありますが、

いきなり移住するのはハードルが高い。住民票は東京に

置いたまま、週末だけ岩手に来るような形もあると思い

ますが、その可能性についてはどうお考えですか？

杉田：非常に重要な視点です。いわゆる「二地域居住」と

いう形で、週末だけ地方に滞在する人が増えることは、

地域の活力維持にとって大切です。人口を増やすことは

難しいですが、地方に一時的に滞在し、地域に貢献する

活動を行うことで、都市と地方の協力関係が築かれ、持

続可能な地域づくりにつながると考えています。

喜多：民間活力の導入についてはどうでしょうか？

杉田：民間活力の導入は地域活性化に有効ですが、外部

企業の撤退リスクもあります。地域の価値観に共感する

企業との丁寧な価値共有が重要だと考えています。

喜多：価値観の共有は、広域で世代を超えた取り組みで

は特に重要だと感じました。そこで杉田先生に伺いたい

のですが、「地域が変わる」という言葉には、例えば岩手

県が将来的にどう変わっていくことを理想としているの

でしょうか？

杉田：そうですね。岩手に限らずかもしれませんが、や

はり「自分の街を好きになってもらうこと」が何よりも大

切だと思っています。人口や施設が減っても、今あるも

のを大切にし、価値観を共有しながら協力して暮らすこ

とで、豊かさは保てるはずです。大人が楽しそうに暮ら

す姿を見せることで、若者も「帰りたい」と思える地域に

なるのではないでしょうか。

喜多：確かにその通りですね。私たち自身がやりがいを

持って、いきいきと働く姿を見せることが大切だと思い

ます。「地域が変わる」という点について、澤井先生はど

のようにお考えでしょうか？

澤井：杉田先生のお話にもありましたが、二地域居住の

ような暮らし方は、このプロジェクトでも大切にしてい

ます。イタリアのテリトーリオ先進地域では、都市で働

きながら週末に地域に戻り、地域に貢献する人々がいま

す。岩手でも、畜産を軸にそうした関わり方が広がると

いいなと思っています。また、地域への「愛着と誇り」が

このプロジェクトの核になると考えていて、それをどう

育むかを社会科学的な視点からも探っています。畜産だ

けでなく、地域づくりも両輪として進めていきたいです。

喜多：生成ＡＩの活用についてはどうお考えですか？

澤井：畜産の管理や飼料生産において、ＡＩが重要な役

割を果たします。経験の浅い担い手でも、ＡＩの支援に

より適切な判断が可能になります。

杉田：スマート農業は重要ですが、効率性だけでなく、

多様な人の関わりを可能にし、かつ人々のコミュニケー

ションを促すもの、という観点を持って技術を導入する

ことが大切だと考えています。

喜多：最後に、お二人から学生を含めて若い世代へのメッ

セージをお願いします。

【本記事について】
紙面の都合上、発言の一部を抜粋・意訳している箇所がございます。全文を
ご覧になりたい方は、６ページ上の二次元コードよりアクセスしてください。Feature article1

未来へ向けて －次世代へのメッセージ－
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澤井：農学部では「農学の総合知」をテーマに掲げ、分野

横断的な教育を進めています。学生には地域課題に関心

を持ち、実践的な学びを通じて社会に貢献してほしいで

す。

杉田：現場での体験を通じて、日常の中にある課題や価

値を深く理解することが重要です。革新的な未来は日常

の中にあると考えています。

喜多：いわて畜産テリトーリオは、地域の課題に多角的

に向き合う先進的で野心的な取り組みではないでしょう

か。人とのつながりや地域への愛着を育みながら、技術

や知恵を磨いていく過程は、非常にわくわくする好奇心

をかき立てるものです。学生が地域で学び、社会に還元

する豊かな循環が広がることを願っています。
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を強く感じています。これは、宮沢賢治の時代から築い

てきた岩手大学のレガシーのおかげです。このプロジェ
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環境の両立を兼ね備えた学修・交流スペースとしての機能に加え、施設内にコミュニティマネージャーを

配置し、利用者（学生・教職員に加え、企業・団体関係者、卒業生等）それぞれのニーズを把握し

ながら、課題解決や協働を促進するための各種ソフト事業を多様に展開。
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皆さま、本日はお忙しい中お集まりいただきあ

りがとうございます。今回の鼎談では、岩手大学地域協

創教育センターが運営する「TOVLAB（イーハトーヴ協創
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気があるのがいいですね。

私にとってのTOVLAB

Feature article2

TOVLABでの活動の展望と期待

「TOVLABって、どんな場所？これからどうなる？」

《司会》　
岩手大学副学長・
地域協創教育センター長

嶋田　瑞生
ATOMica代表取締役 Co-CEO
全国各地でコワーキングス
ペースの企画・運営を手がけ、
TOVLABの運営にも携わる。

藤原　百恵
manordaいわて
地域商社事業部アソシエイト
岩手大学の卒業生であり、岩手
銀行グループの地域商社として
TOVLAB連携を担当。

大向　さつき
岩手大学人文社会科学部４年生
学生スタッフとしてTOVLABの設
立初期から関わり、イベント準備
や動画制作など、現場で活躍中。
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　担当している授業では、学生の熱量の高さを感じまし

た。東北の学生は、一見控えめに見えても、問いかけに

対して自分の考えでしっかりと応えてくれるんですよね。

ありがとうございます。では藤原さん、卒業生

として、そしてイーハトーヴ協創パートナー企業である

岩手銀行のグループとして、TOVLABを通じた地域連携

について感じたことを伺いたいです。

藤原：岩手大学を卒業し岩手銀行に入行し、こうしてま

た母校と関われることがとても嬉しいです。私が在学し

ていた頃は、アルバイト以外で地域に出ていくことは少

なかった印象があります。でも今は、大学が積極的に地

域との連携を進めていて、学生も自分から関わろうとす

る姿勢が強くなっていると感じます。提携講義では、グ

ループワークになると学生が積極的に意見を出してくれ

て、講義後にも質問に来てくれるなど、熱意のある姿が

印象的でした。最近では、TOVLABで開催した地域イベ

ントの説明会にも多くの学生が参加してくれました。こ

うした場があるからこそ、学生と地域が自然につながっ

ていけるのだと思います。

では大向さん、学生スタッフとして感じるやりが

いや、改善点など、今の率直な思いを聞かせてください。

大向：TOVLABの良いところは、学生が“やってみたい”

を実際に形にできる場所だということです。後輩が企画

したイベントも、一人の思いからどんどん共感する学生

が集まり広がっていきました。やりたい気持ちはあって

も表に出すのが苦手な学生が多い中で、TOVLABはその

一歩を踏み出せる場になっていると感じています。学生

スタッフとしてはイベントの周知やポップ作り等を担当

していますが、割り振られた業務に限らず、“どうすれ

ばTOVLABがもっと使いやすくなるか”を日々考えてい

ます。この視点はTOVLABに常駐されているコミュニ

ティマネージャーさん達から教わりました。

藤原：学生が自分から企画に挑戦できるのは、大向さん

のような学生スタッフがいるからこそ。同じ目線で関わ

れることで、やってみようと思えるんですよね。

では、印象に残っているイベントや感想をぜひ

聞かせてください。

大向：地元である八戸市の企業と夕食を囲みながら交流

できたイベントが印象的で、リラックスして本音が聞け

たのがすごくよかったです。

嶋田：食事しながら話すっていうのは自然と会話も広が

るし、働く人のリアルな姿が見えるのがいいですよね。

他の地域の例だと、学生と企業が半年かけて商品開発す

るインターンや、社名を伏せて社会課題解決の取り組み

だけで企業を紹介する説明会もありました。地域で挑戦

する企業に光が当たる場となり、とても意義のある会に

なったと思っています。

藤原：毎週金曜日に岩手銀行の行員や岩手銀行グループ

の社員がTOVLABで学生と交流していますが、銀行のイ

メージが変わったという声が多いんです。今は銀行に制

服がないことや、地域と連携した事業等の銀行業以外の

●ATOMica代表取締役 Co-CEO　嶋田  瑞生 氏

●manordaいわて　地域商社事業部アソシエイト　藤原  百恵 氏

●岩手大学人文社会科学部４年生　大向  さつき さん

●岩手大学副学長・地域協創教育センター長

特設ページで
は全文をご覧
いただけます

TOVLABで
「やってみた」・「やってみたい」こと
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多様な仲間が出会う場
学生と地域社会の交流拠点

新たなアイデア創出の場
創造的な取り組みを生み出す

交流・協創を促す場
恒常的な対話と協働の促進

クリエイティブな飛躍の場
新しい活動への挑戦を支援

コミュニティマネージャーが常駐し大学・地域・自治体・企業の交流と協創活動を積極的にサポート。

協創を生み出すHub イーハトーヴ協創ラボ「TOVLAB」

みんなが集まる場TOVLAB
ト ヴ ラ ボ

TOVLABに集まる人々

講師
ペーサー
（社会人伴走者）

岩大生なら
誰でも使える

地域と学生・教職員をつなぎ、 交流や協創活動を通
じて多様な仲間が出会い、 新たなアイデアや取組を
生み出す大学内コワーキングスペースです。 学生と
地域との交流・協創を恒常的に促す場として、オー
プンな環境とセキュアな環境の両立を兼ね備えたコ
ミュニケーションスペースが大学中心地に
完成しました。

さらに…多様な企業・自治体・NPOがパートナープログラムで
続々、合流しています！

個人：1,000 円／日
団体：1人あたり50,000円／年
岩手大学の学生と教職員 : 無料

無料

44席（イベント利用時 60席）

86型 1台 ・50型 2台

モバイルバッテリー・充電器・プ
レゼン機器 等
※詳細は下記の二次元コードをご
　確認ください。

館内での飲食可能

利用料

貸出備品

その他

初期登録料

共有席

ディスプレイ

施
設
設
備

①中央食堂に行く
②図書館側入り口近くの階段を登る
③入館手続きを行う（初回のみ登録）
④好みの席を選ぶ
⑤ 勉強やおしゃべりなど自由に利用する

入館前にTOVLABの
LINEを友達追加する
と手続きがスムーズ !

TOVLAB利用方法

ビジネスやイノベー
ションのエキスパー
トの教授たちをはじ
め、各専門分野の講
師たちが参加してい
ます。

イーハトーヴ協創コ
ースで受講者の学び
に伴走しつつキャリ
ア形成をサポートす
る現役社会人の皆さ
んも集まります。

コミュニティ
マネージャー
TOVLABには専属の
スタッフが常駐し、
マッチングやネット
ワークを促進します。

学生
コース受講生はもち
ろん受講していない
学生も、休憩や議論
など様々な使い方が
可能です。
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業務があること等を紹介すると学生の関心も高まってい

ることを感じています。

TOVLABにはキッチンがあるので食のイベントも可能

で、大学内でテストマーケティングができるのもすごく

いいなって思ってます。

学生に自社のことを直接伝えられる場って、す

ごく貴重なんですよね。TOVLABで学生と企業の方をつ

なぐ方法、大向さんは何かアイデアありますかね？

大向：現在はコミュニケーションボードや、企業の方か

ら顔写真と自己紹介文をいただいて、企業紹介ボードを

作っています。今後は学生がボードに付箋で質問を貼っ

て、それを企業の方に伝えるような仕組みも作れたらい

いなと思っています。

企業側には学生との交流にハードルを感じてい

るケースも多く、企業と学生の橋渡しをどう進めるかが

今後の課題ですね。インターンシップ実施側向けの説明

会も今後考えていければと思います。

TOVLABは現在は学生のキャリア支援が中心で

すが、産学連携や共同研究も今後の可能性として考えて

いくべきでしょうか。

嶋田：地元企業との産学連携は最終的な目標として良い

と思いますが、段階的に広げていくアプローチが現実的

だと感じています。まずは連携に慣れている企業と成果

を出し、その事例を周囲に広げていくことで、地域にも

波及していく流れが自然です。コミュニティマネー

ジャーが関係構築を担い、URAが研究と社会ニーズを繋

ぐ役割を果たすことで、うまく回っている大学も見られ

ます。産学連携に関わった学生がそのまま入社すること

もありますし。こういう場があるからこそ、素敵な出会

いが生まれるのだと思います。

文系・理系問わず、卒業研究で地域課題に取り

組むケースがあります。TOVLABで共同研究の成果発表

をするなど、そういう地域とのつながりを作っていけた

ら面白いですよね。

最後にTOVLABに期待することを一言ずつお願

いします。

嶋田：TOVLABは今や全国的にも注目されるような存在

になってきていると思います。大学や地域、学生の期待

がうまく重なった、すごく良いタイミングで始まった取

り組みですよね。今の流れを大事にして、もっと拡げて

いきたいです。岩手発のこの仕組みが、他の地域にも広

がって、学生や企業が自然に関わり合える拠点になって

いくと嬉しいですね。

藤原：嶋田さんのおっしゃる通り、岩手大学のTOVLAB

は学生と地域事業者が自然に関われる、全国的にも貴重

な場です。学生発案のイベントも増え、自ら動く力が育っ

ています。人の興味を知ることは社会でのコミュニケー

ションにもつながり、TOVLABはその力を育てる練習の

場です。まず一歩踏み出すことで交流が広がり、自分の

成長にもつながると感じています。もっと多くの学生に

活用してほしいですね。

大向：TOVLABには初めての方でも安心して利用できる

ように、学生スタッフが常駐しています。「何をすれば

いいかわからない」「少し不安…」という方にも、スタッ

Feature article2

TOVL AB での活動の展望と期待
～「TOVL ABって、どんな場所？ これからどうなる？」～

TOVLABの未来を描く

TOVLABに期待すること
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フが丁寧に声をかけ、サポートします。私たちもコミュ

ニティマネージャーと連携し、より多くの方に気軽に足

を運んでいただけるよう工夫を重ねています。まずはぜ

ひ、一度TOVLABへ来ていただきたいです。

今日の話の中で、TOVLABの今後の展開や、イ

ンターンシップ、産学連携、地域との関わり方など、い

ろいろなヒントが見えてきた気がします。まだTOVLAB

に馴染みのない方にも活用イメージや魅力が届くよう

に、我々も努力していきますので、皆さんのご協力を今

後ともよろしくお願いいたします。
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戦略１．地域社会との対話の場の構築（いわて高等教育地域連携プラットフォームの活用）
２．地方国立大学として、地域の未来を担う人材を輩出（レジリエント人材）
３．地域ニーズを踏まえた質の高い教育機会を提供（リカレント教育）
４．研究成果を活用し、地域社会や地域企業が抱える課題解決に貢献（研究成果の社会実装）

地域社会との対話により、時代とともに変わる地域への理解を深め、人
材育成と研究成果の活用を通じて地域社会や地域企業が抱える課題の解
決に貢献する

社会貢献
目標

戦略１．経営及び教学に関する責任を明確にしたガバナンス体制の構築
２．政策や社会状況に影響されない自立した財務体質の構築
３．ステークホルダー（学生や社会など）との対話を大学経営に反映
４．  I R（Institutional Research）の活用と

DX（Digital Transformation）の積極的推進

上記目標の達成に向けた経営を実現する大学経営
目標

戦略１．教養教育のミッションを再定義（リテラシー、社会人基礎力、
専門教育との有機的接続）

２．ワンキャンパスを活かした分野横断・文理融合教育の実施
３．学生が主体的に学ぶカリキュラムの構築
４．社会との関わりの中で学ぶ実践的教育を含む多様な学習環境

の整備
５．グローバル化に対応した能力を身に付けた高度専門職業人の育成
６．学生の学びをサポートする体制の充実（キャリアコーディネート

など）

グローバル化が進展する時代において「多文化共
生社会」の実現に貢献し、予測不能な時代の諸課
題に対応できる人材を育成する

教育目標

戦略１．教員の自由な発想のもと長期的視野で真理の
探究を行うことができる環境の構築

２．岩手の歴史文化や東北の地域的特徴を生かし
た岩手大学ならではの研究の推進

３．大型外部資金等を活用した先導的研究の推進
４．研究意欲のある教員のサポート体制の充実
５．若手研究者の柔軟な発想を研究力向上につな

げる体制の構築

教員の自由で優れた研究成果を創
出するための制度設計や施設整備
を実施し、基礎研究を含めた大学
全体としての研究力を向上する

研究目標

戦略１．全教職員が絶えず成長し、自己実現できる職
場環境の構築（FD、SD）

２．創造的な職場環境を実現（デジタル化推進に
よる働き方改革）

３．多様性（ダイバーシティ）を踏まえた人事方
針の策定

４．教職員のモチベーションを高める環境を構築
（厳正かつ公正な業績評価と処遇改善）

学生と共によりよい未来を創造す
る協同体となるため、教職員が成
長し、自己実現を図ることができ
る職場環境をつくる

職場環境
目標

セントラルドグマ
（中心命題）

卒業生である宮沢賢治の想い
「世界がぜんたい幸福にならな
いうちは個人の幸福はあり得
ない」（Well-being）を受け継
ぎ、誰一人取り残さない持続
可能な社会の実現を目指し、
予測不能な VUCA※時代を切
り拓き、力強く生きる力を持っ
たレジリエントな人材の育成
を通じて、社会に貢献する。

※Volatility（変動性）、 Uncertainty（不確実性）、 Complexity（複雑性）、 Ambiguity（曖昧性）の頭文字を並べた造語。あらゆる環境が変化し、将来の予測が困難になっている状況を意味する。

21.0％21.0％
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岩手大学ビジョン 2030
行動規範　共考と協創（共に考え、協力して創る）

よりよい未来を創造する「地域の知の府」「知識創造の場」
として、地域に頼られ、尊敬され、愛される大学となる

ビジョン2030

ビジョンの
進捗状況は
こちらから

Vision 2030
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戦略１．地域社会との対話の場の構築（いわて高等教育地域連携プラットフォームの活用）
２．地方国立大学として、地域の未来を担う人材を輩出（レジリエント人材）
３．地域ニーズを踏まえた質の高い教育機会を提供（リカレント教育）
４．研究成果を活用し、地域社会や地域企業が抱える課題解決に貢献（研究成果の社会実装）

地域社会との対話により、時代とともに変わる地域への理解を深め、人
材育成と研究成果の活用を通じて地域社会や地域企業が抱える課題の解
決に貢献する

社会貢献
目標

戦略１．経営及び教学に関する責任を明確にしたガバナンス体制の構築
２．政策や社会状況に影響されない自立した財務体質の構築
３．ステークホルダー（学生や社会など）との対話を大学経営に反映
４．  I R（Institutional Research）の活用と

DX（Digital Transformation）の積極的推進

上記目標の達成に向けた経営を実現する大学経営
目標

戦略１．教養教育のミッションを再定義（リテラシー、社会人基礎力、
専門教育との有機的接続）

２．ワンキャンパスを活かした分野横断・文理融合教育の実施
３．学生が主体的に学ぶカリキュラムの構築
４．社会との関わりの中で学ぶ実践的教育を含む多様な学習環境

の整備
５．グローバル化に対応した能力を身に付けた高度専門職業人の育成
６．学生の学びをサポートする体制の充実（キャリアコーディネート

など）

グローバル化が進展する時代において「多文化共
生社会」の実現に貢献し、予測不能な時代の諸課
題に対応できる人材を育成する

教育目標

戦略１．教員の自由な発想のもと長期的視野で真理の
探究を行うことができる環境の構築

２．岩手の歴史文化や東北の地域的特徴を生かし
た岩手大学ならではの研究の推進

３．大型外部資金等を活用した先導的研究の推進
４．研究意欲のある教員のサポート体制の充実
５．若手研究者の柔軟な発想を研究力向上につな

げる体制の構築

教員の自由で優れた研究成果を創
出するための制度設計や施設整備
を実施し、基礎研究を含めた大学
全体としての研究力を向上する

研究目標

戦略１．全教職員が絶えず成長し、自己実現できる職
場環境の構築（FD、SD）

２．創造的な職場環境を実現（デジタル化推進に
よる働き方改革）

３．多様性（ダイバーシティ）を踏まえた人事方
針の策定

４．教職員のモチベーションを高める環境を構築
（厳正かつ公正な業績評価と処遇改善）

学生と共によりよい未来を創造す
る協同体となるため、教職員が成
長し、自己実現を図ることができ
る職場環境をつくる

職場環境
目標

セントラルドグマ
（中心命題）

卒業生である宮沢賢治の想い
「世界がぜんたい幸福にならな
いうちは個人の幸福はあり得
ない」（Well-being）を受け継
ぎ、誰一人取り残さない持続
可能な社会の実現を目指し、
予測不能な VUCA※時代を切
り拓き、力強く生きる力を持っ
たレジリエントな人材の育成
を通じて、社会に貢献する。

※Volatility（変動性）、 Uncertainty（不確実性）、 Complexity（複雑性）、 Ambiguity（曖昧性）の頭文字を並べた造語。あらゆる環境が変化し、将来の予測が困難になっている状況を意味する。

21.0％21.0％

14岩手大学統合報告書2025

　岩手大学は、我が国における食料自給率の長期低迷、異常気象による穀物収量の減少に伴う畜
産飼料の供給不足、世界有数の穀倉地帯における国際紛争等、畜産飼料の供給・流通に関する諸
問題の抜本的な解決を目指し、2024年６月１日に農学部附属畜産飼料総合教育研究センター（以
下、「AFSeC」という。Animal Feed Science Centerの略）を新たに設置しました。AFSeCは国内
大学初の畜産飼料・飼養技術に関する総合的な教育・研究センターであり、新しい飼料供給・流
通モデルの開発や、新規飼料原料の活用・既存飼料原料の品質改善を通した新規畜産飼料の開発、
飼料給与法など家畜飼養に関する技術革新を目指し、岩手県をはじめ我が国全体の食料安全保障
に資する活動を展開しています。また、本センターは、2024年度文部科学省概算要求において措
置されたものであり、地方創生に資する教育研究組織改革の好事例としても注目されています。
　2024年12月18日にはJST共創の場形成支援プログラム「いわて畜産テリトーリオ」及び岩手県との共催によるシンポジウムを開催
し、岩手の畜産業の持続性向上を目指した新しい飼料供給・流通モデルの開発や飼料原料の品質改善に関する最新の研究成果が発表
され、参加者との諸課題に関する議論を行うなど、岩手の畜産業を盛り上げるためのアイデアを共有しました。今後も地域の畜産業
の持続性向上に向けた研究を推進し、技術革新を通じて食料安全保障に貢献していきます。

　岩手大学は、内閣府の2024年度「地域中核大学イノベーション創出環境強化事業」に採択されま
した。
　「地域中核大学イノベーション創出環境強化事業」は、地域の中核となる大学が自身の強みや特
色を活かし、社会実装を担う官庁や自治体が担う事業に主体的に参画し、地域が抱える課題解決
等に資する取組を通じて得られる外部資金獲得実績及び今後の獲得額増加のための計画などを勘
案のうえ、優れた構想を持つ大学に対して、重点的に支援する事業です。
　本学は「地域イノベーションを先導する大学への経営改革～イノベーションリソースが循環する
地域協創イノベーション・エコシステム（岩手モデル）の実現～」というプロジェクト構想を掲げ、
岩手県・盛岡市・岩手県工業技術センター・いわて産業振興センターと連携することで、設備や
支援人材等のリソースを集約化し、地域産業界のニーズに対して研究開発から社会実装、その先の地域産業振興まで一気通貫でサポー
トする地域協創システムの構築に取り組んでいます。
　今後は、本学が構成機関と協働し構築するイノベーションコモンズの場である「いわてイノベーション推進リサーチパーク（仮称）」
を基盤として、地域イノベーション・エコシステムの構築を目指すとともに、「組織横断産学官連携支援システム」によるコーディネー
ト機能、企画機能の強化に向けて取り組んでいきます。

　岩手大学は、自己財源確保のための新たな取組として、2023年度からネーミングライツ事業を
行っています。本事業は民間事業者様に命名権料をご負担いただき、学内施設に愛称を付けてい
ただくものですが、本事業を行うことによって新たな財源を確保するだけではなく、教育・研究
のパートナーとして学生の就職やインターンシップ、教員との共同研究等、より幅広い連携への
進展を目指しています。
　2024年度は新たに日本圧着端子製造株式会社様、株式会社小田島組様と契約を締結し、学生セ
ンター C棟GC 1 大講義室、GC 2 大講義室の愛称をそれぞれ「日本圧着端子講義室」、「小田島組ほ
～る」としました。GC 1 大講義室、GC 2 大講義室とも本学最大規模の講義室であり、通常講義のほか学外のイベントにも多く活用さ
れており、大学関係者のほか地域の方等多くの利用者の目に触れるものとなっています。これにより本学のネーミングライツ契約は、
2023 年度の株式会社アイオー精密様（愛称：みらいAI Oホール）と合わせて計３件となりました。
　また、他の自己財源確保の取組として、外部業者への土地貸付によるコインパーキングを学内に整備しました。このコインパーキ
ングは附属動物病院駐車場として利用するほか、本学や近隣の学校施設への来訪者等が多く利用しています。この取組により本学に
は月額貸付料が収入として計上されています。今後も岩手大学は財源確保の取組を積極的に行い、本学がより一層教育研究の場とし
て発展していけるよう努めていきます。

MDA素養を備えた教員養成の高度化に向けた取組 ⇒ 関連記事17ページ

「いわて畜産テリトーリオ」創造拠点の形成に向けて ⇒ 関連記事５ページ

地域との協創による教育活動の推進 ⇒ 関連記事９ページ

教育TOPIC

研究TOPIC

地域協創イノベーション・エコシステム（岩手モデル）の実現へ研究TOPIC

農学部附属畜産飼料総合教育研究センター（AFSeC）の開設社会貢献TOPIC

多様な自己財源確保の取組大学経営TOPIC

農学部附属畜産飼料
総合教育研究センター看板除幕式

ネーミングライツによる愛称
（左：日本圧着端子講義室、
右：小田島組ほ～る）

プロジェクトの構想概要

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
３
０

2024年度  教育・研究・地域貢献・大学運営の主な実績

教育     ・ 社会貢献TOPIC
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特色ある研究紹介

高電圧・プラズマの

農業・食品分野での高度活用

　“電気”について、どのようなイメージをお持ちでしょ

うか？  科学イベントや小中高校の出前授業で聞くと、さ

まざまな答えが返ってきます。例えば、明るい（光：テレ

ビ、ライト）、痛い（静電気）、動く（運動：洗濯機、電気

自動車）、熱い（熱：炊飯器、IHヒータ）など。いろんな答

えが返ってくるところに、電気の大切な性質が表れてい

ます。電気はエネルギーです。エネルギーには、電気以

外に熱、運動、化学、光などがあります。電気の一番の

特徴は、ほかのエネルギーにすぐに変えられる点です。

電気は、ヒーター（ニクロム線）やペリチェ素子を使うと

熱や冷気を作り出せます。モータを使うと運動を作り出

せます。蛍光灯やLEDは光を作ります。これだけ簡単に、

いろんなエネルギーに形が変えられるのは電気ぐらいで

す。このため、電気は我々の生活では欠かせないものに

なっています。私たちは、電気を時空間的に制御するパ

ルスパワー技術を用いて、カミナリやプラズマ（正確には、

雷はプラズマの一種ですが…）を作り、水や大気をきれい

にする環境分野や新しい材料を作る材料分野、加えて農

業や食品分野へ応用する研究を行っています。これらの

応用では、電気の変身の天才ぶりが如何なく発揮されま

す。“雲は天才”は、石川啄木の言葉ですが、電気も天才

（変身の）です。

　“カミナリが落ちるとキノコが生える”の言い伝えは、

古くはギリシャ時代にプルタルコスが「食卓歓談集」の中

で、雷が落ちた林に松露が大量に出てくることを紹介し

ています。日本でも雷が多い地方で聞く言葉です。現在は、

これを人工的に再現するのはそれほど難しくはありませ

ん。今の半導体（パワーエレクトロニクス）の技術を使う

と、乾電池でもキノコ発生に必要な電気は作り出せます。

これをキノコのホダ木や菌床（農家がキノコ栽培で使って

いる、おが粉などで作ったブロック）に加えます。変化の

一例を【図１】に示します。見た目にもシイタケの発生が

変わっています。収穫して重さを比較したグラフでもか

なり差があります。

図１：高電圧（パルスパワー）印加によるシイタケ発生の変化

なぜ電気を使う？ ～電気は変身の天才～ カミナリとキノコの不思議な関係

理工学部　理工学科
電気電子・情報通信コース

教授  髙木　浩一

Distinctive research introduction

盛岡市子ども科学館でのカミナリ実験のようす盛岡市子ども科学館でのカミナリ実験のようす
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する技術開発

を進めて、一

部は製品とし

て活用されま

した。高電圧

で生じた静電

気（イオン）は、

保管庫内を漂

うカビの胞子

へ付着して、電

界の力でカビ胞子を取り除きます（電気集塵）。保存庫内

のカビ胞子が取り除かれることで、そこに保管している

野菜や果物にカビが生えることを防いでくれます。

　大学の研究のいいところは、なぜそのような現象が起

こるのかといった学理を突き詰められる点です。我々の

研究は多くの研究者などにも興味をもっていただけ、科

学研究費として基盤研究（A）に２回、基盤研究（S）に採択

され、文部科学省が発行している白書や科学研究費のパ

ンフレットでも注目すべき研究として取り上げていただ

きました。特に、電気エネルギーを時空間的に制御する

パルスパワー技術を使って、生体の構成要素にわけて電

界との相互作用を調べて現象の機序解明を行う手法は高

く評価されています【図４】。このような電気や科学のお

もしろさを、次の世代を担う人たちに伝えるのも大切だ

と思っています。私の研究室では、学生と一緒に、毎年

40回程度の小中高校での出前授業や、科学館などでの科

学教室を行っています。電気のおもしろさを、参加して

いる児童、生徒さんや親御さんたちと、共有できるとい

いと思っています。

　電気・カミナリとキノコ、関係がなさそうですよね。

私もはじめはどうして増えるか不思議でした。現在は、

岩手県生物工学研究センターとの共同研究などで、酵素

活性、遺伝子発現の解析や電子顕微鏡観察、電界の数値

解析を通して、おおよそのメカニズムを明らかにできて

います。ここでも、電気の変身天才ぶりが発揮されます。

ホダ木に電気を加えると、キノコの菌糸は動きます。運

動への変身です。これは菌糸が誘電体としての性質を持っ

ているために起こります。この結果、菌糸は切れたり傷

ができたりします。キノコは菌糸が傷つくと原基を作る

ために必要な遺伝子活性が起こり、我々が食用にしてい

る傘の部分（子実体）ができます。これらは、「21世紀こ

ども百科」（小学館）など多くの書籍に掲載されたり、30

以上ものTVの番組で取り上げられたりと、日本国内だけ

でなく世界にも広く周知されました。

　雷は “稲妻”とも言います。稲の妻の意味です。農作物

のお嫁さんの座を得ているエネルギーは、電気くらいだ

と思います。のでキノコ以外でも、電気が活躍できる舞

台はまだまだあります。電気をかけると、植物の発芽を

早めることもできます。発芽した植物の生長では、硝酸

態窒素などの栄養分が必要となりますし、病気を引き起

こす菌を減らしておく必要があります。高電圧を使うと

水中の気泡でもプラズマを作ることができます【図２】。

プラズマで空気中の窒素を硝酸態窒素として水中に固定

することで植物の生長が促進されます。また水中の病原

菌を減らすこともできます。これらの結果、植物の生育

が促進されます。この研究は農学部の先生方といっしょ

に取り組みました【図３】。植物の生長促進だけではあり

ません。農作物の保存にも利用できます。我々のグルー

プでは、現在腐食を進める雑菌の捕集や無害化、追熟を

促進する植物ホルモンの分解などで、長期保存を可能に

図２：水中でプラズマ（人工カミナリ）を発生させた様子

図３：放電（プラズマ）印加の有無によイチゴ幼苗の
生長の違い

図４：生体スケールと電界作用（緩和）時間およびその場
を創成するパルスパワー方式

カミナリ農業をさらに進める

カミナリ農業の学理を極める・知ってもらう

研究紹介動画は
こちら

特
色
あ
る
研
究
紹
介



MDA科目（予定）

 ● I C Tを活用した授業づくりの理論と実践
 ● 教育データ利活用による教科指導と評価
 ● 教育データサイエンス実践演習
 ● 学校におけるAI 活用とDX実践演習

 ● 教育のデータリテラシー
 ● データサイエンスを活用した教育実践研究基礎論
 ● 情報通信技術を活用した小規模学校教育
 ● 教育行政におけるデータベース活用
 ● 教科等指導におけるデジタルアーカイブス活用
 ● 学校教育と情報倫理・情報モラル教育
 ● 学校における情報セキュリティ
 ● プログラミング教育の実践と課題

専攻共通科目

プログラム共通科目（MDA科目群）

令和 8年度～プログラム改編

●学校マネジメント力開発・DX.Eプログラム
●授業力開発・DX.Eプログラム
●特別支援教育力開発・DX.Eプログラム

大学院〈Graduate School〉
現代的諸課題に対応する高度な教員養成
教育学研究科［専門職学位課程（教職大学院）］

目指す人材養成像

◎学校マネジメント力開発プログラム
学校経営と組織マネジメント、特色ある学校づくり など

◎授業力開発プログラム
確かな学力形成、ICT活用教育の実践と課題 など

◎特別支援教育力開発プログラム
すべての学校園での特別支援教育の実践と課題 など

目指す人材養成像 事業開始

取組名

教育プログラムの内容

教育プログラムの名称

事業開始

連携機関（令和７年10月1日時点）

事業推進に伴う協定締結

「デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業～Xプログラム～」 「地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学部の機能強化事業」
クロス

文部科学省補助事業 文部科学省補助事業

【岩手県教育振興計画】・【学校教育指導指針】
における教育課題・重点事項等
□ ICT の効果的な活用
□ 小規模・複式教育
□ いわての復興教育取組推進
□ 特別な支援を要する子どもへの支援充実
□ 少子化に伴う学校の小規模化
□ 教育への情熱と高い志を持つ有為な人材の確保

■岩手大学教育学部と岩手県教育委員会との連絡会議【R6新設】
（教育学部長、岩手県教育委員会 教職員課長等により構成）
継続的な協力体制の確立、本事業の円滑な運営体制の強化
定期開催で取組状況を共有・改善

■地域連携協議会【既設】
（大学、教育委員会、小・中・高・特支校長会等で構成）
定期開催で教員養成の質向上を目的に意見交換

【岩手大学教育学部の特色・取組実績】
□ 岩手県からの委託事業（R2-4 年度） ICTを活用した
主体的・対話的で深い学びを実践・実証する「いわ
て学びの改革研究事業」実施

□ R6年度文科省補助事業「デジタルと掛けるダブルメ
ジャー大学院教育構築事業（Ｘプログラム）」採択

□ 教育学部としてMDASH応用基礎レベルに認定（R6）
□ 小学校教育コースに情報教育学サブコースを新設（R5）
□ 附属小学校「複式学級」による複式指導研究
□ 文科省委託事業「2019年度発達障害の可能性のある
児童生徒等に対する支援事業」採択

岩手県教育委員会 岩手大学包括的連携協定（H29締結）

コーディネーター（大学で新規雇用）：学校現場や教育行政での経験豊富な実務家教員、大学と教育委員会の連携推進を担い協働拡充、自走化に向けた基盤固め

■ 「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協
働
的
な
学
び
」を
促
進
で
き
る
教
員

■ 

岩
手
県
の
多
様
な
文
化
や
教
育
課
題
に
対
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
と
情
報
学
の

　 

効
果
的
な
活
用
に
よ
り
指
導
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
教
員

高大接続（入学前） 入試（特別選抜） 特別教育プログラム（在学中）

いわて地域教育プログラム－デジタルと掛ける岩大Twin方式－
「デジタル教育と地域的教育課題を掛け合わせた教育プログラム」の構築・実践

【コアＡ・コアＢを相互ステップ的に学修】
【コアπ「STEAM教育実践演習」によりコアＡ・コアＢの学びを総括】
・ 体系的、系統的かつ理論と実践の往還を意識した科目群整備
・ ICT活用力、岩手の教育課題への理解、実践的対応力の養成

教員採用試験・定着

▶高大連携ウインターセッ
ション【既設・テーマ、
内容を刷新】
・県内の主に高校 1-2 年生
対象

・岩手県教育委員会と共同開
催

・IC Tや教育データの利活
用等、新しい時代の教育
テーマを設定
▶高校生向けセミナー
『いわて教員未来塾』
【新設・PrBL 型】
・主に高校３年生対象
・岩手の教育課題と教員の役
割等に関する課題解決型学
習を開催

・大学生と協働学習

▶地域教員希望枠入試
（小学校教育コース、 
学校推薦型選抜）
　【新設】
・岩手県の教員として定
着する意志の強い学生
を確保

・入学後は『いわて地域
教育プログラム』の履
修を必修

・岩手県公立学校教員
選考試験を受験する
ことを条件

・高校生向けセミナー
「いわて教員未来塾」
への参加（地域教員希
望枠入試合格者）

岩手県教育委員会と協働企画・実施
（連携・協働による新設プログラム）

「いわて教員未来塾」
〔新設〕

「いわて地域教育プログラム」
〔新設〕

〈岩手県教育委員会〉
• 講師として指導主事等
の参画
• 岩手県の教育事情や教
員を取り巻く状況等に
関する情報提供
• 県内各高校への周知・
参加者取りまとめ 等

【教員採用試験】
▶本教育プログラム
受講生を対象とした
「大学推薦特別選考」
の実施

・推薦学生の選考方法
等の検討

▶教職支援室を中心とし
た教採セミナー等の実
施

▶教員採用試験（３年次
受験）への対応
【定着に向けた支援】
▶若年教員向けフォ
ローアップ体制（プ
ログラムの実施 )

・就業継続支援としてカ
フェ型・研修型など
様々な“場”の提供

岩手県教育委員会と
連携・協働し取組を

推進
• 岩手県教育委員会で実
施する大学推薦特別選
考を基盤とし、地域教
員希望枠入学者に対す
る特別選考を拡充・実
施
• 採用枠や選考方法の協議
• 現場ニーズ・課題を踏
まえたフォローアップ
体制の充実

市町村教育委員会と
協働実施

葛巻町、宮古市、岩泉町、
久慈市各教育委員会との
連携
• 地域の特色を活かした
学びの工夫
• 実習校の選定
• 宿泊先の手配 等

〈岩手県教育委員会〉
• 岩手県の最新の教育課題・
ニ ーズや対応状況に関する
知見の提供
• 実際の教育現場で生じてい
る具体的な問題事例の提供
• 講義・演習科目等への参画、
講師派遣 等

1年

2年

3年

4年

自由
選択

STEAM教育実践演習（Pj BL型）
【令和８年度開設・必修】

・プログラミング演習
等

・いわての復興教育
・発達障害教育総論  等

【コアπ】
コアA・Bの総括科目

【コアπ】
コアA・Bの総括科目

【コア B】
いわての教育課題
対応実践科目群

MDASH応用
基礎レベル科目
【R6認定・必修】
・情報基礎
・プログラミング基礎
・統計的機械学習実践
(AI 基礎）

・基礎統計解析の理論と
実践　　　 等 ７単位

いわての教育課題
（講義型）【新設・必修】

いわての教育課題特別演
習（PrBL型）【新設・必修】

地域教育実習（実習＋省
察型）【既設拡充・必修】
【中山間地域】
【沿岸地域】 附属小学校複

式学級も活用

「地域教育実習」
〔既設拡充〕

教職大学院との連携
DX of Education[DX.E]
教育実践学×情報学分野
高度専門人材養成プログ
ム【R６採択】

教員養成支援センターとの連携
いわて地域教育プログラ
ム科目の全学への展開本
学全体の教職課程の強化

学部４年次からの教職大学院
[DX.E] 科目の早期履修制度
を整備し、系統的で高度な
ICT 活用に係る力量を養成

取組名： 「地域教員希望枠 ‒デジタルと掛ける岩大Twin 方式‒」～岩手の教育課題に応える高度な地域教員養成の実現～
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教育改革の取り組み ― MDA 素養を兼ね備えた教員養成の高度化 ―

Educational Reform Initiatives

　岩手大学は、人文・社会科学系等の分野にMDAなどの情報学分野の教育を掛け合わせた実践的な学位プログラムを構築し、社会ニーズを踏
まえた高度で文理横断的なデジタル人材を育成する取組を支援する文部科学省の「デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業」に採
択されました。
　企業や学校現場と連携しながら、豊富なPBL形式の実習や演習を行い、教育実践におけるDX等現代的諸課題と個々の児童生徒の教育的ニー
ズに応え得る、教育実践学と情報学を融合させた高度な専門的知識と実践指導力を修得した教員を輩出していきたいと考えています。

 ● 高度な教育実践力×情報学の素養 (知識・技能、マインド)
を備えた教員

 ● DXを通して予測不能なVUCA時代を切り拓き、力強い変革
力を備えたレジリエントな教員

　令和６年度〜
　　令和８年度入学生より適用

　DX of Education［DX.E］教育実践学×情報学分野高度専門人
材養成プログラム

①教育実践学×情報学の融合
　これまで本学が積み上げてきた企業や行政との共同研究事
業の知見を反映させながら高度な教育実践学と情報学分野を
融合する科目を開講します。
②岩手大学大学院教育学研究科MDA科目群アラカルト方式
　院生がMDA分野の教育において、自分に不足している知識
や技能等を踏まえ、学修したい内容を履修できる多様なMDA
科目群を開講します。院生自身が、アラカルト方式によるオー
ダーメイド型のカリキュラムを構築できるように個別に支援
します。

　岩手県教育委員会・岩手県立総合教育センター・㈱岩手日
報社・NTTドコモビジネスソリューションズ㈱岩手支店・
NTTドコモビジネス㈱東北支社・NTT東日本㈱岩手支店・キオ
クシア岩手㈱・㈱ナガセ 他

　それぞれの持つ資源や特性を生かしながら相互に連携及び
協力します。

《令和６年８月20日　兵庫教育大学》
　兵庫教育大学が主体となって推進する教員養成フラッグ
シップ大学事業において、我が国の教員養成の改革及び高度
化に貢献することを目指します。

《令和７年３月21日　信州大学教育学部・同大学院》
　本学が主体となって推進する
本事業において、我が国の教員
養成の改革及び高度化に貢献す
ることを目指します。また、信
州大学には、本事業において、
外部評価の立場から評価、指導、
助言を受けます。

信州大学教育学部・大学院教育学
研究科と包括的な連携協定を締結



MDA科目（予定）

 ● I C Tを活用した授業づくりの理論と実践
 ● 教育データ利活用による教科指導と評価
 ● 教育データサイエンス実践演習
 ● 学校におけるAI 活用とDX実践演習

 ● 教育のデータリテラシー
 ● データサイエンスを活用した教育実践研究基礎論
 ● 情報通信技術を活用した小規模学校教育
 ● 教育行政におけるデータベース活用
 ● 教科等指導におけるデジタルアーカイブス活用
 ● 学校教育と情報倫理・情報モラル教育
 ● 学校における情報セキュリティ
 ● プログラミング教育の実践と課題

専攻共通科目

プログラム共通科目（MDA科目群）

令和 8年度～プログラム改編

●学校マネジメント力開発・DX.Eプログラム
●授業力開発・DX.Eプログラム
●特別支援教育力開発・DX.Eプログラム

大学院〈Graduate School〉
現代的諸課題に対応する高度な教員養成
教育学研究科［専門職学位課程（教職大学院）］

目指す人材養成像

◎学校マネジメント力開発プログラム
学校経営と組織マネジメント、特色ある学校づくり など

◎授業力開発プログラム
確かな学力形成、ICT活用教育の実践と課題 など

◎特別支援教育力開発プログラム
すべての学校園での特別支援教育の実践と課題 など

目指す人材養成像 事業開始

取組名

教育プログラムの内容

教育プログラムの名称

事業開始

連携機関（令和７年10月1日時点）

事業推進に伴う協定締結

「デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業～Xプログラム～」 「地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学部の機能強化事業」
クロス

文部科学省補助事業 文部科学省補助事業

【岩手県教育振興計画】・【学校教育指導指針】
における教育課題・重点事項等
□ ICT の効果的な活用
□ 小規模・複式教育
□ いわての復興教育取組推進
□ 特別な支援を要する子どもへの支援充実
□ 少子化に伴う学校の小規模化
□ 教育への情熱と高い志を持つ有為な人材の確保

■岩手大学教育学部と岩手県教育委員会との連絡会議【R6新設】
（教育学部長、岩手県教育委員会 教職員課長等により構成）
継続的な協力体制の確立、本事業の円滑な運営体制の強化
定期開催で取組状況を共有・改善

■地域連携協議会【既設】
（大学、教育委員会、小・中・高・特支校長会等で構成）
定期開催で教員養成の質向上を目的に意見交換

【岩手大学教育学部の特色・取組実績】
□ 岩手県からの委託事業（R2-4 年度） ICTを活用した
主体的・対話的で深い学びを実践・実証する「いわ
て学びの改革研究事業」実施

□ R6年度文科省補助事業「デジタルと掛けるダブルメ
ジャー大学院教育構築事業（Ｘプログラム）」採択

□ 教育学部としてMDASH応用基礎レベルに認定（R6）
□ 小学校教育コースに情報教育学サブコースを新設（R5）
□ 附属小学校「複式学級」による複式指導研究
□ 文科省委託事業「2019年度発達障害の可能性のある
児童生徒等に対する支援事業」採択

岩手県教育委員会 岩手大学包括的連携協定（H29締結）

コーディネーター（大学で新規雇用）：学校現場や教育行政での経験豊富な実務家教員、大学と教育委員会の連携推進を担い協働拡充、自走化に向けた基盤固め

■ 「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協
働
的
な
学
び
」を
促
進
で
き
る
教
員

■ 
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な
文
化
や
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効
果
的
な
活
用
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よ
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容
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高大接続（入学前） 入試（特別選抜） 特別教育プログラム（在学中）

いわて地域教育プログラム－デジタルと掛ける岩大Twin方式－
「デジタル教育と地域的教育課題を掛け合わせた教育プログラム」の構築・実践

【コアＡ・コアＢを相互ステップ的に学修】
【コアπ「STEAM教育実践演習」によりコアＡ・コアＢの学びを総括】
・ 体系的、系統的かつ理論と実践の往還を意識した科目群整備
・ ICT活用力、岩手の教育課題への理解、実践的対応力の養成

教員採用試験・定着

▶高大連携ウインターセッ
ション【既設・テーマ、
内容を刷新】
・県内の主に高校 1-2 年生
対象

・岩手県教育委員会と共同開
催

・IC Tや教育データの利活
用等、新しい時代の教育
テーマを設定
▶高校生向けセミナー
『いわて教員未来塾』
【新設・PrBL 型】
・主に高校３年生対象
・岩手の教育課題と教員の役
割等に関する課題解決型学
習を開催

・大学生と協働学習

▶地域教員希望枠入試
（小学校教育コース、 
学校推薦型選抜）
　【新設】
・岩手県の教員として定
着する意志の強い学生
を確保

・入学後は『いわて地域
教育プログラム』の履
修を必修

・岩手県公立学校教員
選考試験を受験する
ことを条件

・高校生向けセミナー
「いわて教員未来塾」
への参加（地域教員希
望枠入試合格者）

岩手県教育委員会と協働企画・実施
（連携・協働による新設プログラム）

「いわて教員未来塾」
〔新設〕

「いわて地域教育プログラム」
〔新設〕

〈岩手県教育委員会〉
• 講師として指導主事等
の参画
• 岩手県の教育事情や教
員を取り巻く状況等に
関する情報提供
• 県内各高校への周知・
参加者取りまとめ 等

【教員採用試験】
▶本教育プログラム
受講生を対象とした
「大学推薦特別選考」
の実施

・推薦学生の選考方法
等の検討

▶教職支援室を中心とし
た教採セミナー等の実
施

▶教員採用試験（３年次
受験）への対応
【定着に向けた支援】
▶若年教員向けフォ
ローアップ体制（プ
ログラムの実施 )

・就業継続支援としてカ
フェ型・研修型など
様々な“場”の提供

岩手県教育委員会と
連携・協働し取組を

推進
• 岩手県教育委員会で実
施する大学推薦特別選
考を基盤とし、地域教
員希望枠入学者に対す
る特別選考を拡充・実
施
• 採用枠や選考方法の協議
• 現場ニーズ・課題を踏
まえたフォローアップ
体制の充実

市町村教育委員会と
協働実施

葛巻町、宮古市、岩泉町、
久慈市各教育委員会との
連携
• 地域の特色を活かした
学びの工夫
• 実習校の選定
• 宿泊先の手配 等

〈岩手県教育委員会〉
• 岩手県の最新の教育課題・
ニ ーズや対応状況に関する
知見の提供
• 実際の教育現場で生じてい
る具体的な問題事例の提供
• 講義・演習科目等への参画、
講師派遣 等

1年

2年

3年

4年

自由
選択

STEAM教育実践演習（Pj BL型）
【令和８年度開設・必修】

・プログラミング演習
等

・いわての復興教育
・発達障害教育総論  等

【コアπ】
コアA・Bの総括科目

【コアπ】
コアA・Bの総括科目

【コア B】
いわての教育課題
対応実践科目群

MDASH応用
基礎レベル科目
【R6認定・必修】
・情報基礎
・プログラミング基礎
・統計的機械学習実践
(AI 基礎）

・基礎統計解析の理論と
実践　　　 等 ７単位

いわての教育課題
（講義型）【新設・必修】

いわての教育課題特別演
習（PrBL型）【新設・必修】

地域教育実習（実習＋省
察型）【既設拡充・必修】
【中山間地域】
【沿岸地域】 附属小学校複

式学級も活用

「地域教育実習」
〔既設拡充〕

教職大学院との連携
DX of Education[DX.E]
教育実践学×情報学分野
高度専門人材養成プログ
ム【R６採択】

教員養成支援センターとの連携
いわて地域教育プログラ
ム科目の全学への展開本
学全体の教職課程の強化

学部４年次からの教職大学院
[DX.E] 科目の早期履修制度
を整備し、系統的で高度な
ICT 活用に係る力量を養成

取組名： 「地域教員希望枠 ‒デジタルと掛ける岩大Twin 方式‒」～岩手の教育課題に応える高度な地域教員養成の実現～

18岩手大学統合報告書2025

教
育
改
革
の
取
り
組
み

　岩手大学は、教育委員会と大学を結ぶコーディネーター教員が中核となり、大学と教育委員会の連携・協働のもと、地域が求める質の高い
教師を継続的・安定的に養成し、確保するシステムを構築することを目的とする文部科学省の「地域教員希望枠を活用した教員養成大学・学
部の機能強化事業」に採択されました。
　大学入学前から教員採用に至るまでの一貫した取組により、岩手県の教育課題に対し、ICT機器の効果的な活用による実践的指導力を有し、
地域や現場ニーズに対応した高度な資質・能力を備えた教員養成の取組を一層推進していきます。
　また、岩手県教育委員会との連携・協働により、岩手県の教員として定着し、現代的教育課題及び岩手県の教育課題である小規模・複式教
育や復興教育、特別支援教育等に対応できる質の高い教員を一人でも多く輩出していきたいと考えています。

 ● X プログラムや ICT・情報教育に係る教育プログラムを最
大限活用し、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を促進で
きる教員

 ● 岩手県の多様な文化や教育課題に対して I C Tと情報学の効
果的な活用により指導内容の充実を図ることができる教員

 ● 「令和の日本型学校教育」の構築、小規模・複式教育、復興
教育、特別支援教育の充実等、岩手県の教育課題に応える
高度な資質・能力を備えた教員

　令和７年度〜
　　令和９年度入学生より適用（予定）

「地域教員希望枠―デジタル
と掛ける岩大Twin方式―」
〜岩手の教育課題に応える高
度な地域教員養成の実現〜
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部局のビジョン

　人文社会科学部は、1966 年に設置された教養部を1977 年に

発展的に改組して創設された総合的学部です。文学部・法学部・

経済学部など学問分野ごとに設置された学部とは異なり、創設以

来一貫して「専門深化」とともに「総合化」を教育理念の柱として、

分野横断・文理融合に重点をおいた教育を行うことにより、現代社

会の諸問題を総合的観点から理解する能力と、人間・文化・社会・

環境に関する専門的知識・能力を有し、地域社会および国際社会

に実践を通して貢献できる人材を養成することを目指しています。

　理工学部は、平成 28 年に、およそ 80 年もの経験と実績をも

つ工学部（工学分野）に、イノベーションの根幹をなす新原理、

新素材等を扱う理学分野を融合し、科学技術の新たなイノベーショ

ンの創出や産業・雇用創出に貢献することを目的のひとつとして

設置されました。

　本学部は、持続可能な社会の構築を考えていく理工学のあり方

を「ソフトパス理工学」と表現し、教育研究の理念として掲げ、

人材の育成に取り組んできました。令和７年度にはそれまでの３

　教育は、社会を形成し、未来を築くための基盤です。私たち岩
手大学教育学部では、学生が理論と実践の両面から学び、教育
が直面する諸課題に対して最適な解決策を提供できる能力を育成
することを目指しています。教育学部での学びは、教育理論の学
習だけにとどまらず、教育実践への深い理解、クリティカルシンキ
ング能力の養成、そして何よりも自己成長を目指す過程です。学
生生活の中で、教育の歴史、教育に関する心理学、教育方法論
など幅広い知識を習得します。また、各学年での実習を通じて、
自分自身の教育スタイルを見つけ出す機会も得られます。

　岩手大学農学部は、1902 年に日本初の高等農林学校として創

立された盛岡高等農林学校を出発点とし、120 年以上にわたり農

学分野の教育と研究を重ねてきました。農学領域における先端的

な教育研究と、国立大学のなかで７番目の敷地面積を誇る広大な

キャンパスを活かした「実学」との融合は、本学部が誇る特色あ

る農学教育として長い歴史と伝統を築いてきており、これまでに

宮沢賢治をはじめとする数多くの有為な人物を社会に送り出して

きました。

　岩手大学の獣医学教育は、1902 年に始まり、120 年以上の歴

史を誇ります。私たちは長年、地域社会と共に日本の獣医療を支

える多くの専門家を育成してきました。2012 年には東京農工大学

との共同獣医学科を、2018 年には博士課程を設立するなど、常

に時代に合わせた教育と研究の形を追求し続けています。

　そして 2025 年４月、私たちは「獣医学部」として新たなスター

トを切りました。これは単なる組織変更ではなく、変化する世界

の状況や、獣医師に求められる多様なニーズに、より迅速かつ柔

学生数 898 人

教員数 57人

就職率 94.2 %

県内就職率 34.8 %

県内高校出身者割合 52.7 %

学生数 698 人

教員数 64 人

就職率 98.6 %

県内就職率 40.1 %

県内高校出身者割合 52.5 %

学生数 1,924 人

教員数 110 人

就職率 96.1 %

県内就職率 21.1 %

県内高校出身者割合 41.8 %

学生数 1,065 人

教員数 75 人

就職率 93.6 %

県内就職率 16.7 %

県内高校出身者割合 19.7 %

学生数 34 人

教員数 29 人

就職率 令和7年度
新設県内就職率

県内高校出身者割合 14.7 %

人文社会科学部長　丸山　仁

教育学部長　清水　茂幸

理工学部長　長田　洋

農学部長　小出　章二

獣医学部長　佐藤　洋

人文社会科学部

教育学部

理工学部

農学部

獣医学部

Department Vision

※学生数、教員数、就職率、県内就職率は令和7年５月１日現在の数値。県内高校出身者割合は令和7年８月６日現在の数値。



20岩手大学統合報告書2025

部
局
の
ビ
ジ
ョ
ン

　本学部は人間文化課程と地域政策課程の２課程から構成され

ており、各課程に専門分野を深く学ぶための専修プログラムを複

数配置するとともに、学生に広い視野を身につけてもらうために、

主たる専修プログラムに加えて他の専修プログラム（他課程を含む）

の単位修得を卒業要件とする「主副専修プログラム制」を採用し、

本学部の教育理念である「総合化と専門深化」の具体化を図って

います。専修プログラムは、時代の変化に対応した教育カリキュラ

ムの改編をスムーズに行っていくことを目的として 2016 年度の学

学科を１学科とする改組を行いましたが、安全・安心なまちづくり

という社会基盤上の課題は、一過性のものではなく、普遍的な地

球規模の課題であることから、ソフトパス理工学の教育研究理念

は今後も継続、発展させ、国際社会ならびに地域社会が抱える諸

課題を正しく理解し、解決に貢献できる人材の育成を目指します。

　一方、情報技術 ( I T ) の進歩は、人工知能 ( A I ) の登場によっ

てさらにその次元をシフトさせ、社会構造全体に大きな影響を及

ぼそうとしています。いわゆる DX を社会の幸福に結びつけるため

　私たちの目標は、社会に貢献し、次世代を導く教育者を育成す
ることにあります。教育とは、知識の伝達だけではなく、人々の心
を育み、未来を照らす灯であると私たちは考えます。岩手大学教
育学部の起源は、明治９年に設立された盛岡師範学校に遡ります。
その後、岩手県師範学校、岩手県女子師範学校、岩手師範学校
を経て、昭和 24 年５月に岩手大学学芸学部として設置、昭和 41
年４月教育学部に改称され現在に至ります。この間、県内外で多
くの優れた教員を輩出してきました。
　令和７年度に、教育学部は文部科学省の「地域教員希望枠を活

　令和７年度からは、学科・コースの組織再編を行い、食料農学

科（農学コース・食品健康科学コース）、生命科学科（分子生物機

能学コース・分子生命医科学コース）、地域環境科学科（革新農

業コース・森林科学コース）、動物科学・水産科学科（動物科学コー

ス・水産システム学コース）の４学科８コースを新たに設置しました。

今年度からは、理工学部から配置換にて来られました先生方とと

もに教育・研究を進め、ライフサイエンス分野の一層の強化を図

るとともに、農学の基盤である「食料」「生命」「環境」を柱とし

軟に対応するための決意です。国際獣疫事務局（WOAH）の「Day 

1 competency」を基準とした新カリキュラムや、学部独自の厳し

い進級制度を導入。これにより、専門的で実践的な獣医学の学

びを深く追求し、複雑な社会課題に即座に対応できる力強い獣医

師の育成に注力します。

　東北唯一の国立大学として、畜産業が盛んな岩手県の強みを

活かし、産業動物獣医師の育成に特に注力します。附属の産業動

物臨床・疾病制御教育研究センターでは、東日本全域で実践的な

部改組の際に取り入れたものであり、その趣旨に沿って 2025 年

度に専修プログラムの再編を行いました。

　国際社会が大きく揺れ動き、地球環境問題が深刻化し、その

影響が地域社会に広範に及んでいる現在、本学部は人間・文化・

社会・環境の各領域における研究をさらに発展させ、その成果を

総合的な観点を持って学部教育に活かすことによって、地域社会

および国際社会の持続的発展に貢献していきます。

用した教員養成大学・学部の機能強化事業」に採択されました。
これを受けて、令和９年度からは地域枠による入試を実施（予定）
し、これまで以上に地域の教育の充実に貢献してまいります。
　また、今後も従来と同様に、小学校教育、中学校教育、理数
教育、特別支援教育の４つのコースを通じて、教育プログラムの
開発や、防災教育を含む学校安全に関する研究、小規模校や海
外での教育実践の機会提供などを推進します。そして、地域や時
代の要請に応える教育内容をさらに充実させ、教育現場の多様な
ニーズに応えることのできる教育者の育成に取り組んでいきます。

には、優れた情報技術者の育成が不可欠であり、高等教育機関

の果たすべき役割は非常に重要となっています。これに応えるた

め本学部では令和７年度改組により、我が国のものづくりを支え

てきた機械工学や電気工学といった基幹分野を一層強化する視点

を持ちつつ、情報教育の充実を図り、未来社会で必要とされる情

報リテラシーと確かな専門性を併せもった理工系人材の育成を行

います。

た各領域において専門教育と研究を推進し、これら３つの領域を

統合した「農学の総合知」教育を展開していきます。これにより、

現代社会が求める幅広い社会課題に対応できる知見、発想力、

課題解決能力を備えた人材の育成をめざします。

　農学部における教育・研究には、生物多様性に関するテーマが

数多く含まれています。自然の恩恵を受けて学び研究を進めてい

る立場だからこそ、ダイバーシティの推進にも、農学部ならではの

特色のある取り組みを進めてまいります。

臨床実習を提供。獣医師不足地域での遠隔診療実証など、地域

に根差した最先端の教育研究も推し進めます。また、伴侶動物医

療分野では、世界最先端の知識と技術を持つ教員陣が高度な診

療と教育を提供。学生には基礎から臨床まで国際レベルの獣医

学を体得させ、多様な分野で活躍できる人材へと育成し、持続可

能な社会の実現へ貢献していきます。



21 Department Vision

　総合科学研究科は、それまでの修士課程、博士前期

課程の研究科を統合し、東日本大震災直後の本学復興

活動の経験を教育に反映させ、自然科学系、人文科学系、

社会科学系等の専門知識に基づきながら、「震災復興・

地域創生」、「イノベーション」、「グローバル」のカテゴリー

別共通科目の履修や、分野の異なる教員を含む複数教

　理工学研究科は、自然・応用科学専攻（化学分野、生命

科学分野、数理・物理科学分野、材料科学分野）、システム

創成工学専攻（電気電子通信工学分野、機械工学分野、知

能情報工学分野、社会基盤・環境工学分野）、及びデザイン・

メディア工学専攻（デザイン工学分野、メディア工学分野）

の３つの専攻で構成され、各分野における専門性の更なる

　教育学研究科教職実践専攻、いわゆる教職大学院で

は、これからの学校教育をリードする専門的力量を備え

た管理職及びミドルリーダー教員と、新しい学校づくり

の有力な担い手となる新人教員の養成を目的としていま

す。そのため、研究者教員と実務家教員が連携すると

ともに、教員と院生相互で探究し合いながら「理論と実

　岩手大学大学院獣医学 研 究 科（４年制博士課程 ）は、

2018 年度に東北における獣医学の高度教育研究拠点となる

べく東京農工大学・農学府との共同獣医学専攻（博士課程）

として設置されました。

　本研究科は、専門性の高い社会的要求に応える博士（獣

医学）を育成することを目的にしており、東北地域を中心に

動物蛋白性食品の安定生産および食の安全・安心に寄与す

　連合農学研究科は、岩手大学が基幹校となり、弘前

大学大学院農学生命科学研究科（修士課程）と大学院

地域共創科学研究科（修士課程）、岩手大学大学院総

合科学研究科（修士課程）、山形大学大学院農学研究科

（修士課程）、及び福島大学大学院食農科学研究科（修

士課程）と密接な連携のもとに運営されている、独立し

学生数 646 人

就職率 97.8 % 

県内就職率 8.7 %

学生数 28 人

就職率 100.0 % 

県内就職率 80.0 %

学生数 73 人

就職率 100.0 % 

県内就職率 12.5 %

学生数 23 人

就職率 100.0 % 

県内就職率 0.0 %

学生数 105 人

就職率 100.0 % 

県内就職率 35.7 %

部局のビジョン

※いずれも５月１日現在の数値。

総合科学研究科（修士課程）

教育学研究科（専門職学位課程）

理工学研究科（博士課程）

獣医学研究科（博士課程）

連合農学研究科（博士課程）

連合農学研究科長　伊藤　菊一

獣医学研究科長　村上　賢二

理工学研究科長　長田　洋

教育学研究科長　柴垣　登

総合科学研究科長　　
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員による研究指導などにより、文理の枠を超えた幅広

い視野を持って地域社会や地球規模の課題解決に貢献

する力を醸成するための多様な教育プログラムを設置し

ています。

　現代社会が抱える諸課題が高度化・複雑化する中で、

学士課程段階で形成された専門知識を基礎として、専

深化を実現するとともに、各専攻を中心に研究科総体として

学際領域・融合領域への積極的な教育研究の取り組みを展

開しています。

　理工学部の教育研究の理念でもある「ソフトパス理工学」

の理念の下、学士課程、修士課程との教育の継続性や一貫

性を念頭に、体系的で国際通用性のある専門教育課程によ

践」が融合した教育研究活動を展開しています。

　2026 年度からは既存のカリキュラムに加え、「教育実

践学と情報学分野を融合させた高度専門人材養成プロ

グラム」（DX of Education）をスタートさせます。GIGA

スクール構想や MDA 教育の強化など、学校における情

報教育の充実が求められている状況の中で、それらを学

る高度獣医学人材の育成、公衆衛生、創薬分野など医療分

野においても高度人材を輩出することが期待されています。

また、そのような社会的要求に応えるべく、社会人学生も積

極的に受け入れています。

　教育研究組織は、3 つの講座から構成され「動物基礎医

学講座」には形態機能学、機能制御学、「獣医衛生科学講座」

には動物衛生学、獣医公衆衛生学、「獣医臨床医科学講座」

た後期 3 年のみの博士課程です。日本の食料生産基地

として重要な東北地方の農学分野における高度な教育・

研究を展開し、世界で活躍できる高度専門職業人を 35

年間に渡り1000 名以上輩出しています。３専攻９連合

講座から成り（定員 28 名）、18 ヶ国からの留学生が

40％を占めています。４構成大学に加え、４連携大学院

門深化だけではなく、社会の急速なグローバル化やイノ

ベーション創出等に対応できる俯瞰的視点を持って新た

な価値を創造する能力と、持続可能な社会を構築する

ための専門的知識や論理的思考力を兼ね備えた指導的

人材（地域創生のリーダーとして未来を切り開いていく

人材）を育成します。

校現場においてリードする人材の育成を目指していきま

す。

　以上のように、岩手大学教職大学院は、幅広い視野を

持った高度な専門的・実践的力量を有する教員を養成す

ることにより、これまで以上に岩手県をはじめとする地

域の学校教育の発展に貢献したいと考えています。

り、イノベーションの創出及び知識基盤社会の発展をめざし、

最先端科学技術の発展や産業の活性化に貢献するための高

度な専門知識と高い倫理性、課題発見・解決能力、リーダー

シップ、自己表現力などを身に付け、かつ豊かな発想力を兼

ね備えた国際性豊かで創造性・適応性のある研究者や高度

専門職業人の養成に取り組んでいます。

は産業動物臨床医科学、伴侶動物臨床医科学の教育・研究

分野があることに加え、農研機構・動物衛生部門および日本

中央競馬会（JRA）競走馬総合研究所が連携機関として参画、

それぞれから客員教授を迎える等、各講座、教育・研究分野、

さらに外部連携機関との連携により基礎から臨床まで幅広

い獣医学研究に対応しています。

（岩手生物工学研究センター、東北農業研究センター、

青森県産業技術センター、東北農林専門職大学）と５海

外協定大学（カナダ・サスカチュワン大学、中国・福建

農林大学、バングラディシュ・ダッカ大学、インドネシア・

IPB 大学、中国・吉林大学）とも協力し、ダイバーシティ

に富んだ学生の指導を行っています。



2024年度以降の主な活動実績

｜環境マネジメント学生委員会による｜
環境改善に向けた取組

180

170

160

150

総エネルギー投入量（光熱量使用実績の熱量換算）

2019
（単位：千GJ）

岩手大学環境人材育成プログラム学外実習

「インドネシア・
　　バリ島での環境活動」

環境負荷低減への取組

いわてカーボン
フリーアクション（ICFA)

いわてリサイクリエーション
プロジェクト

2020 2021 2022 2023 2024

10,000

5,000

0

CO2排出量

2019
（単位：t -Co2）

2020 2021 2022 2023 2024

23

カーボンニュートラルに向けた取り組み

Initiatives towards carbon neutrality  /  Diversity Promotion Initiatives

　岩手大学は、環境人材の育成や環境保全・再生に向けた教育・研究を積極的に推進するとともに、エコアクション21
に準じた環境マネジメントを実施しています。2024年度には「岩手大学温室効果ガス削減実行計画」を策定し、環境マネ
ジメント推進室が中心となってカーボンニュートラル実現に向けた活動をしています。2024年度における特色ある活動
には以下のようなものがあります。

　岩手大学環境マネジメント学生委員会は、約50名の学生委員が在籍し、環境教育、企画、グリーンキャンパス、
広報・web、廃棄物の５つのチームにより、大学及びその周辺の環境改善のために日々活動しています。
　2024年度の委員会全体的な活動のうち、「いわてリサイクリエーションプロジェクト」及び

「いわてカーボンフリーアクション（ICFA）」について、その内容を紹介します。

　シャンプーや洗剤など

の使用済み詰替パックを

学内において回収し、そ

のリサイクル品となるブ

ロックを使用してアート

作品を作成するプロジェ

クトで、花王㈱及び㈱岩

手日報社との共同企画に

より行いました。

　大学で消費する電気・ガス等のエネルギーなどの

資源の使用状況に関するモニタリングを定期的に

行っています。

　2025年３月、岩手大学学部学生７名がインドネ

シア・バリ島において現地のガネーシャ教育大学の

学生とともに環境活動を行いました。日本とインド

ネシアの森林について互いに紹介する環境セミナー

の実施のほか、プダワ村での植林活動を行いました。

　ICFAは、岩手県内 3大

学（岩手県立大学、富士

大学、岩手大学）の学生

が協働したプロジェクト

チームで、岩手朝日テレ

ビなどの協力により脱炭

素化に向けた広報活動を

行っています。
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教職員への支援 　男女共同参画の視点を踏まえた大学運営の実現、ワーク・ライフ・バランス／両立
支援、女性研究者支援制度の実施など

学生への支援／
その他のダイバーシティ推進

　表彰制度等を通じた女性大学院生の研究力向上、性の多様性や性暴力防止への対応、
地域社会の女性リーダー育成支援など

文部科学省の
女性研究者支援補助事業

　岩手大学は2010年度から継続して文部科学省の女性研究者支援補助事業
を採択されています。2022年度～ 2027年度は「I.W.A.T.E. 1 in 3 女性リー
ダー職研究者倍増プラン」として様々な取り組みをしています。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
・

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
の
取
り
組
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ダイバーシティ推進の取り組み

　2022年４月に「男女共同参画推進室」を「ダイバーシティ推進室」に改編し、それまでの男女共同参画推進の継続・発展
に加え、キャンパス環境の多様性をさらに高めるため、若手、女性、外国人の積極的な登用によるダイバーシティ推進
に取り組んでいます。

　地域女性のデジタルスキル習得・就業支援の促進を目指す「官民連携DX女性活躍コン
ソーシアム」キックオフイベント・公開シンポジウム（2025年７月７日、東京開催）で、本
学ダイバーシティ推進室から佐藤淑恵特任研究員が登壇し、本学の女性のキャリア形成支
援リカレントプログラム、岩手大学が考える、地方女性のデジタル人材育成の現状と課題
について発表しました。会場は、地域企業のDX化と女性活躍推進こそが地域の活性化に
つながることをアピールする熱気に溢れていて、今後の産学官連携の拡大が期待されます。

　誰もがダイバーシティ推進の主体となる職場文化をつくるために、多様性に対する姿勢を表明する「ダイバー
シティ・ステートメント」を導入しました。本学では、各部局の長がダイバーシティ・ステートメントを主体
的に作成し、ダイバーシティ推進への貢献とその意味を明確化することで、本学のダイバーシティ体制を自分
事として自発的に推進することを目指しています。地域を牽引する役割を担う国立大学として、本学のダイバーシティ推
進の取組が地域社会に波及することで、誰もが活躍できる社会を実現したいと考えています。

　女性研究者や女性リーダー等が隙間時間に視聴できる「女性リーダー育成」のための動画教材をNTT東日本㈱と共同で、
企画・制作しました。⼥性達が自信をもってキャリアップに挑めるような意識改革の一助になるよう、悩みながらも⼀⾜
先にリーダーを引き受けた４名が、自身の経験やリーダーを引き受ける女性を増やすために必要な変化や⽀援などについ
て語っています。動画の完成を受けて、多業種交流スペース「岩手大学イーハトーヴ協創ラボTOVLAB」を会場に、NTT東
日本㈱ダイバーシティ推進室副室長の黒坂氏による「リーダーのための女性活躍推進セミナー」を開催しました。本学は、
地域企業でも大学でも、女性が活躍できる職場づくりへの機運醸成を図っています。

　本制度は、国際的な研究ネットワークの構築に寄与する制度です。2024年度は、韓国と台湾か
ら女性研究者６名を招聘し、特別講義、学生との交流、研究交流ワークショップ等を行いました。
海外研究者との研究ネットワークを通じた、本学女性研究者の研究業績の蓄積が期待されます。

女性デジタル人材の育成

テーマⅠ・Ⅱ
●東京家政学院⼤学 野村浩⼦特任教授（右）  
●信幸プロテック㈱　村松直子専務取締役（中）
●岩⼿⼤学副学⻑・ダイバーシティ推進室

⻑ 海妻径⼦（左）

テーマⅢ
●東京家政学院⼤学 野村浩⼦特任教授（右）
●NTT東⽇本㈱ 加藤咲⼦執⾏役員（中）
●岩⼿⼤学副学⻑・ダイバーシティ推進室⻑ 

海妻径⼦（左） 

女性研究者支援
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ダイバーシティ・ステートメント

いわて女性リーダーGRWM動画

リカレントプログラム

ダイバーシティ・ステートメントの発出

民間企業との動画制作プロジェクト

女性外国人研究者招聘支援



主な特定基金

寄附の実績

● 岩手大学修学支援事業基金
● 岩手大学外国人留学生同窓会基金（留学生アルムナイ基金）
● 岩手大学女性活躍・ダイバーシティ推進基金「すずらん基金」
● キャンパス整備基金
● 岩手大学地域協創教育推進基金

一般基金
● 学生の海外派遣事業に対する支援
● 本学外国人留学生に対する支援
● 学生の課外活動に対する支援
● 災害ボランティア活動、復興関連事業等に対する支援
● その他、学長が大学の運営及び教育研究活動上、必要と認める事業に対する支援

2024年度　寄附の実績 寄附の累計（2015年12月創設～2024年度）

2024年度  寄附者の区分（件数） 過去５年間の実績

寄附の特典

金　額 51,853,867円 件　数 1,433件
総　額 313,278,131円
総件数 5,855件

60,000,000

その他 5％（76件） 卒業生・修了生
72％（1046件）

法人・団体 2％（32件）

保護者
11％（154件）

教職員（元教職員を含む）
10％（149件）

特定基金 16,957,800円（409件）一般基金 5,321,567円（100件）

40,000,00020,000,0000

※属性が重複している方がいるため、寄附実績件数と区分の合計件数は異なります。

60,000,000

50,000,000

40,000,000

30,000,000

20,000,000

10,000,000

0

1,500

1,250

1,000

750

500

250

0

寄附金額（円）寄附件数（件）

2020年度

38,356,207円38,356,207円

516件

2021年度

468件468件

2022年度

34,983,893円34,983,893円

540件

2023年度 2024年度

1433件

944件944件

13,220,480円13,220,480円

テレワーク制度

フレックスタイム制

Information

制度を活用している職員の声

　2024 年度の岩手大学イーハトーヴ基金（創立 80周年記念募金含む）は 5,000万円に達しました。
皆様の深いご理解と多大なるご支援に、厚く御礼申し上げます。

　岩手大学へご寄附いただいた皆様に感謝の意を込めて、以下の特典
をご用意しております。

創立80周年記念募金
29,574,500円（924件）

《お礼状の贈呈》
　ご寄附いただいた皆様全員に、学長からお礼状を贈呈させていただきます。
《ご芳名の掲載》
　イーハトーヴ基金HP及び広報誌にて、ご芳名を「岩手大学イーハトー
ヴ基金寄附者芳名録」として掲載させていただきます。

　10万円以上ご寄附いただいた皆様には、本学構内（本部棟または学生
センターA棟）の顕彰銘板に、ご芳名を掲載させていただきます。ご寄附
の金額に応じたプレートをご用意しています。
※ご芳名の公開を希望されない方につきましては、掲載いたしません。ご芳名は「基金寄附申込書」
「払込取扱票（払込通知書）」に掲載されたお名前を掲載します。ご寄附金額の公開を承諾いた
だいた皆様につきましては、HPに金額も掲載させていただきます。

51,853,867円

30,159,341円30,159,341円

基金レポート

すべての
寄附者の皆様

10万円以上の
ご寄附を
いただいた
皆様

《プレートの種類》 ●ゴールド…50万円以上　●シルバー…30万円以上　●ブロンズ…10万円以上

　岩手大学イーハトーヴ基金の
活動実績をご紹介することを目
的として「基金レポート」を公
開しております。以下よりご覧
ください。

特定基金の詳細は
こちらから
ご覧ください
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職員の「働き方改革」～多様なワークスタイル・ライフスタイル～

　岩手大学では、職員の多様なワークスタイル・ライフスタイルの実現や業務の生産性の向上及び業務の効率化を図る
ことを目的に令和６年度から「テレワーク制度」を、令和７年度からは「フレックスタイム制度」を導入しました。ワーク・
ライフ・バランスに資する取組がより充実してきています。これらの制度を実際に活用している職員の声を紹介します。

　フレックスタイム制により、朝早めに出勤し、調整した時間は子

どもの習い事等の送迎や自分の通院に活用しています。学校から帰

宅直後の子どもの顔や様子を見られたり、「おかえり」と言ってあげ

ることができたり。週に1回でもそのような時間を持てるのがあり

がたいです。また、土日はどうしても子どもの予定を優先してしま

い、自分の通院などの用事が後回しになりがちでしたが、帰宅前に

済ませられるようになったことで、自分のことにも時間を使えるよ

うになったのは大きな変化です。朝に静かな環境で業務に集中でき、

「時間内に終わらせよう」という意識も高まりました。

　私は週に１回ほどテレワークを取り入れています。

　テレワークに適した業務をその日にまとめて処理したり、同じ課

のメンバーとはチャットなどで連絡を取り合うことで、普段と変わ

らずスムーズに業務を進められています。自宅で落ち着いて作業に

集中できることや、通勤時間がかからないため昼休みや就業後すぐ

に家事などに取り組める点も、大きなメリットです。

　対面にこだわらず、テレワークのような柔軟な働き方を取り入れ

ていくことは、DX の推進や働きやすい職場づくりにもつながると

感じています。さらに、どのような状況でも業務を滞りなく進めら

れる、しなやかで強い組織づくりにも寄与すると考えています。

　今後、テレワークがより多くの人に活用され、自然な働き方の一

つとして定着していくことを願っています。

細田　加奈子 さん

中野　健二 さん

Work style reform for employees  /  Ihatov Fund

　事前の申請に基づき取得可能。自宅及び自宅に準じる場所で勤務が可能となる。

　上田キャンパス等で勤務する職員が一定の期間（毎月１日から末日までの１か
月間）についてあらかじめ定めた所定労働時間の範囲内で、労働者が日々の始業・
終業時刻、労働時間を自ら決めることができる制度。必ず労働しなければならな
い時間帯の「コアタイム」と自らの選択によって労働時間を決定することができる
時間帯の「フレキシブルタイム」がある。

朝時間を有効活用する細田さん

中野さんのテレワーク時の様子



主な特定基金

寄附の実績

● 岩手大学修学支援事業基金
● 岩手大学外国人留学生同窓会基金（留学生アルムナイ基金）
● 岩手大学女性活躍・ダイバーシティ推進基金「すずらん基金」
● キャンパス整備基金
● 岩手大学地域協創教育推進基金

一般基金
● 学生の海外派遣事業に対する支援
● 本学外国人留学生に対する支援
● 学生の課外活動に対する支援
● 災害ボランティア活動、復興関連事業等に対する支援
● その他、学長が大学の運営及び教育研究活動上、必要と認める事業に対する支援

2024年度　寄附の実績 寄附の累計（2015年12月創設～2024年度）

2024年度  寄附者の区分（件数） 過去５年間の実績

寄附の特典

金　額 51,853,867円 件　数 1,433件
総　額 313,278,131円
総件数 5,855件

60,000,000

その他 5％（76件） 卒業生・修了生
72％（1046件）

法人・団体 2％（32件）

保護者
11％（154件）

教職員（元教職員を含む）
10％（149件）

特定基金 16,957,800円（409件）一般基金 5,321,567円（100件）

40,000,00020,000,0000

※属性が重複している方がいるため、寄附実績件数と区分の合計件数は異なります。
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　2024 年度の岩手大学イーハトーヴ基金（創立 80周年記念募金含む）は 5,000万円に達しました。
皆様の深いご理解と多大なるご支援に、厚く御礼申し上げます。

　岩手大学へご寄附いただいた皆様に感謝の意を込めて、以下の特典
をご用意しております。

創立80周年記念募金
29,574,500円（924件）

《お礼状の贈呈》
　ご寄附いただいた皆様全員に、学長からお礼状を贈呈させていただきます。
《ご芳名の掲載》
　イーハトーヴ基金HP及び広報誌にて、ご芳名を「岩手大学イーハトー
ヴ基金寄附者芳名録」として掲載させていただきます。

　10万円以上ご寄附いただいた皆様には、本学構内（本部棟または学生
センターA棟）の顕彰銘板に、ご芳名を掲載させていただきます。ご寄附
の金額に応じたプレートをご用意しています。
※ご芳名の公開を希望されない方につきましては、掲載いたしません。ご芳名は「基金寄附申込書」
「払込取扱票（払込通知書）」に掲載されたお名前を掲載します。ご寄附金額の公開を承諾いた
だいた皆様につきましては、HPに金額も掲載させていただきます。

51,853,867円

30,159,341円30,159,341円

基金レポート

すべての
寄附者の皆様

10万円以上の
ご寄附を
いただいた
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《プレートの種類》 ●ゴールド…50万円以上　●シルバー…30万円以上　●ブロンズ…10万円以上

　岩手大学イーハトーヴ基金の
活動実績をご紹介することを目
的として「基金レポート」を公
開しております。以下よりご覧
ください。

特定基金の詳細は
こちらから
ご覧ください
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イーハトーヴ基金 イーハトーヴ基金
ホームページ

　岩手大学では、教育研究の充実はもとより、学生に対する修学支援の一層の推進を図るため、平
成27年12月から「岩手大学イーハトーヴ基金」を創設致しました。本基金は、その使途をあらかじめ

特定せず幅広く本学の教育研究支援及び学生支援にご寄附頂く「一般基金」と、その使途をあらかじめ特定したうえで、
ご寄附をお願いする「特定基金」で構成され、これまで、企業・団体や個人の皆様など多くの方々からご支援をいただい
ております。本学が目指す大学像実現のために創設いたしました「岩手大学イーハトーヴ基金」の趣旨をご理解いただき、
卒業生、ご父母、教職員、そして本学に関係する多くの皆様方のご支援を賜りますよう心からお願い申し上げます。

事業概要
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岩手大学創立80周年記念事業
～たくさんの想いを、その先の未来へ～  Carrying our hopes into the future

　私は盛岡市生まれですが、小学校から高校までは滝沢

市に住んでいました。滝沢の家の近くには岩手大学の演

習林があり、岩手大学を身近に感じる環境がありました。

ずっと馴染みがあり、大学の雰囲気も気に入っていたの

で岩手大学を選びました。

　友人と遊びに行ったり、勉強をしたりして過ごした時

間が良い思い出です。その頃の友人とは今でも連絡をとっ

ています。それから私は読書が好きなので、その頃は図

書館に入り浸っていました。新しく建て替える前の図書

館です。講義の後は必ず図書館に行って本を読んだり勉

強をしたりしながら夜遅くまで過ごしました。

　県職員の頃は、税務や廃棄物など様々な業務を担当し、

やがて二戸地方振興局林務部に配属になりました。岩手

県は漆も木炭も全国第一位の生産量を誇り、その現場は

県北に集中しています。そんな県北に異動になったのが

私の漆との出会いです。

　４年間、漆の振興を担当し、漆に関する幅広い分野に

関係をつくることができ漆の魅力にのめり込んでいきま

した。漆を担当する公務員というのは全国的にとても珍

しい存在です。しかし公務員には必ず異動があります。

漆を担当して３年ほど経った頃、「せっかく築いたネット

ワークが途切れてしまうのはもったいない」と感じるよう

になりました。漆は多分野に関わる魅力があり、公務員

の仕事とも通じる部分があるため、自分の経験を活かせ

るのではと思い始めました。

　また、漆の使い方をもっと活かしたいという思いもあ

りました。当時、岩手県では手頃な漆器しか作られず、

良質な漆の多くが石川や京都へ原材料として出されてい

ました。視察者から「なぜ岩手で産業化されていないの

か」と問われることも多く、原産地で付加価値をつけずに

外へ出すのはもったいないと感じました。日本一の産地

としての強みを活かし、漆の可能性を広げたいという思

いから、起業を決意しました。

　漆の魅力を若い世代に伝えるため、講演活動に力を入

Iwate University 80th Anniversary Project

Q1 はじめに、松沢さんが岩手大学に進学された理由
を教えてください

Q2 心に残っている大学時代の思い出があれば教えて
ください

Q4 松沢さんは、漆の精製や漆製品のプロデュースの
みならず、講演活動や海外展示会への参加など国
産漆の普及に向けた様々な活動に取り組んでい
らっしゃいます。現在のお仕事のおもしろさや、
やりがいについてお聞かせください。また、現在
のお仕事に岩手大学で学んだことは活きていると
感じますか。どんなことが活きているでしょうか

Q3 松沢さんは本学の人文社会科学部を卒業後、岩手
県庁に就職され、その後、漆の会社を創業されま
した。漆業界に飛び込んだきっかけやその思いに
ついて教えてください

株式会社松沢漆工房
代表取締役社長

松沢  卓生さん
1995年  人文社会科学部卒業

卒業生インタビュー



28岩手大学統合報告書2025

岩
手
大
学
創
立
80
周
年
記
念
事
業

No プロジェクト名 目標金額

1 イーハトーヴ協創ラボ・中央食堂整
備プロジェクト

4億8千万円

2 【人文社会科学部】創立50周年記念
デジタルアーカイブ作成プロジェクト

500万円

3 【教育学部】自然観察園「学芸の森」
再整備プロジェクト

1千200万円

4 【理工学部】修学支援基金強化プロ
ジェクト

1千万円

5 農学部附属植物園エリア・リボーン
プロジェクト

5千万円

6 高度獣医療を提供する「新・ワンにゃん号・
牛バス号」とモバイル診療導入プロジェクト

5千万円

7 図書館の貴重資料を次世代へ伝える
プロジェクト

1千万円

8 岩手グローバルリーダー人材育成・
発信プロジェクト

500万円

　岩手大学創立80周年記念事業へご寄附いただいた皆様に感謝の気持ちを込めて、本学卒業生にまつわる返礼品を
お送りさせていただいておりますが、記念サイトにおいて返礼品にご協力いただいている卒業生・修了生のインタ
ビュー記事を掲載しております。今後も随時更新予定ですので、ぜひ80周年記念サイトをご覧ください。

▶▶ 岩手大学創立80周年記念サイト　https://80th.iwate-u.ac.jp/

80周年記念
サイトへは
こちらから

れています。大学で話すと、事前アンケートでは漆を知

らない学生が多いですが、講義後には「勉強になった」と

熱心な感想が寄せられます。岩手ならではの文化を知ら

ないのはもったいないことなので、今後も地域の強みと

して漆を広めていきたいと思っています。

　漆はアジア特有の資源なので、特にヨーロッパの人た

ちは高い関心を持っています。日本では「お正月に使う高

価なもの」というステレオタイプなイメージを抱かれがち

ですが、海外の人たちにはそうしたイメージはないので、

漆の艶や細かい装飾を他にはない素晴らしいものである

と率直に感じてくれます。

　このように、この地域ならではの漆を広く発信するこ

とが私のやりがいです。現在は海外での認知度を高める

ことに力を入れており、やらなければいけないことはた

くさんありますが、一つ一つ取り組んでいきたいと思っ

ています。

　私は人文社会科学部（以下、人社）卒業です。人社では

様々な分野を扱うという特徴があります。今でも特定の

分野に限定せず、いろんなことに関心を持ち続けられて

いるのは、岩手大学での経験があるからだと感じます。

幅広いジャンルとの接点をもつ漆を通して私の世界は広

がっていきました。

　ペア箸とお猪口は、岩手県産の漆を使用した貴重な品

です。シンプルなデザインで毎日使っていただけます。

洗剤で洗えて手入れも簡単。色あせたら塗り直しも可能

で、長く使っていただける漆器です。

　岩手大学には、岩手ならではのテーマに挑戦し続けて

ほしいです。100周年、そしてその先も、地域と世界に

存在感を示す大学であることを願っています。

（2024年8月21日（水）、岩手大学上田キャンパスにて収録）

　岩手大学は、2029（令和11）年に創立80周年を迎
えます。
　これからの未来にむけて、卒業生である宮沢賢治
の想い「世界がぜんたい幸福にならないうちは個人
の幸福はあり得ない」を受け継ぎ、誰一人取り残さな
い持続可能な社会の実現と、予測不能な時代を切
り拓く強靭でしなやかな人材育成を目指します。
　創立80周年を記念して様 な々取組を展開します。

　①記念プロジェクト・記念募金の実施
　②記念サイトの開設
　③記念イベントの開催

　岩手大学創立80周年記念事業
へご寄附いただいた皆様に感謝
の気持ちを込めて、本学卒業生
にまつわる返礼品など、ご寄附い
ただいた金額に応じた特典をご
用意しております。

事業概要

プロジェクトのご紹介

岩手大学創立80周年記念事業の主な取組

ご寄附への謝意について

ご寄附の方法については
こちらからご確認ください

Q5 寄附者への特典としてお渡しする漆器についてご
紹介ください

Q6 岩手大学へメッセージをお願いします



経営協議会

学部 大学院 教育研究基盤施設 教育研究支援施設 特定事業推進室

役員会

成長戦略会議

監事・監査室

学長選考・監察会議

委員選出

学長・副学長会議

学部長・研究科長会議
その他全学委員会

理事補佐・副学長補佐

岩手大学における内部統制システム（体制図）
業務の有効性及び効率性の向上、法令等の遵守の促進、資産の保全並びに財務報告の信頼性を確保することを目的とする

最高管理責任者（学長） 内部統制システムの整備及び運用について最終責任を負う

内部統制委員会（学長・副学長会議） 内部統制システムについて、必要な改善策等について審議 内部統制システムの運用状況に
ついて内部統制委員会に定期的
に報告

日常的モニタリング

総括管理責任者（内部統制担当理事） 本学における内部統制システムに係る
業務を総括

管理責任者（理事・副学長） 所掌業務における内部統制システムの整備及び運用の
推進、状況の把握、監督

部局管理責任者（部局等の長）

問題の発見、又は報告を受けたときは、必要な措置を
講じ、その業務を所管する管理責任者に報告する

当該部局の業務における内部統制システムの整備及び
運用を推進

職員 問題が発生したときは、部局管理責任者に報告

独立的評価

監事監査

内部監査

日常の業務における役
職員の「自己点検・相
互牽制・承認手続き」

必要に応じて、総括管
理責任者又は監事に直
接報告可能

学長 理事・副学長

経営企画本部

教育研究評議会
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　岩手大学では意思決定機関として役員会、経営協議会、教育研究評議会を設置し、この３つの機関に大学の
重要事項の審議・決定を集約することで、迅速かつ機動的に大学運営が図れるガバナンス体制に構築しています。
また、業務の適法かつ合理的な運営を図るとともに会計経理の適正を期することを目的として監事監査、監査
室による内部監査を実施しています。

●役員会
　学長、理事で構成され、学長による最終決定の前に重要事項を審議
●経営協議会
　学長、理事、大学に関し広くかつ高い識見を有する学外委員で構成される経営に関する重要事項を審議
●教育研究評議会
　学長、理事、副学長、学部長、副学部長、研究科長等で構成される教育研究に関する重要事項を審議

　岩手大学では将来の理事、副学長等の育成及び大学運営の意思決定に多様な意見を反映させることを目的に、
2022年度中に理事補佐・副学長補佐に女性教員７名を起用し、2023年４月には国際連携担当副学長に女性教授
を起用しました。
　また、2023年４月から戦略的な大学経営及び業務のDX推進のため、経営戦略・DX推進担当理事を新たに置き、
企業経営の経験豊富な学外者を起用しました。教学面では数理・データサイエンス・ＡＩ教育担当副学長を新
たに置き、全学的な情報教育の推進体制の強化を図りました。
　経営戦略の立案及び経営人材の育成に関し、学長の下に「経営企画本部」を設置し、本学の将来を担う世代の
学内教職員を登用し、次代の法人運営を担い得る人材の育成に努めているところです。
　また2025年度より、本学の強み・特色ある研究を通じたイノベーションの創出と本学経営基盤の強化を実現
するため、学長の下に「成長戦略会議」を新たに設置しています。

岩手大学のガバナンス

ガバナンス体制

ガバナンスの強化に向けて

Governance of Iwate University
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役員紹介

コンプライアンス体制

副学長（総合科研究科・
協創教育・生涯学習担当）

　

学長

小川　智

副学長
（国際連携担当）

松岡　洋子

理事・副学長
（総務・戦略企画担当）

喜多　一美

副学長（ダイバーシティ・
環境マネジメント担当）

海妻　径子

理事・副学長
（教育・学生担当）

山本　欣郎

副学長（情報統括・デー
タサイエンス教育担当）

宮川　洋一

理事・副学長
（研究・地域連携担当）

水野　雅裕

副学長
（図書館・ＩＲ・広報担当）

小林　宏一郎
常勤監事

南　　敏幸
非常勤監事

木村　大輔

理事
（経営戦略・DX担当）

吉澤　和弘

特命理事（財務・労務担当）
・副学長・事務局長

林　明夫

理事
（経営企画担当）

加藤　裕一

経営協議会学外委員
氏名 所属・経歴 氏名 所属・経歴

石川　健正 ㈱岩手銀行　取締役専務執行役員 澤藤　隆一 一祐会電気電子情報科会　東京支部相談役
磯田　文雄 花園大学　学長 千田ゆきえ ㈱千田精密工業　代表取締役
工藤　　朋 ㈱わしの尾　代表取締役 畠山　　大 ㈱岩手朝日テレビ　代表取締役社長
國井　秀子 芝浦工業大学　客員教授 佐々木　淳 岩手県　副知事

　本学では、「国立大学法人岩手大学業務方法書」に基づき、業務の適正を確保するための体制を整備・運用す
るため、「国立大学法人岩手大学コンプライアンス基本規則」及び「国立大学法人岩手大学内部統制規則」を定め
ています。
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土地 63.9％
38,619百万円建物 22.9％

13,870百万円

H16
資産合計
60,479百万円

その他 9.7％
5.896百万円

現金及び預金
3.5％
2,094百万円

運営費交付金収益 
60.5％
7,319百万円

運営費交付金収益 
60.5％
7,319百万円

運営費交付金収益
52.0％
6,142百万円

運営費交付金収益
52.0％
6,142百万円

H16
経常収益
12,103百万円

その他 4.8％
575百万円

外部資金収益
5.8％
697百万円

学生納付金
収益 29.0％
3,511百万円

R6
経常収益
11,819百万円

その他 5.5％
649百万円

外部資金
収益 14.5％
1,710百万円

学生納付金
収益 28.1％
3,318百万円

土地 63.2％
37,939百万円

建物 17.9％
10,716百万円

現金及び預金
4.0％
2,418百万円

有価証券
2.0％
1,218百万円

減価償却引当
特定資産
1.2％
718百万円

その他 11.6％ 6,974百万円

R6
資産合計
59,983百万円

50,000
45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000

0
R2

17,75117,751

24,45924,459

R3

18,03818,038

25,14525,145

R4

17,87217,872

26,18726,187

R5

17,49417,494

27,36127,361

R6

17,00617,006

28,52628,526

■ 有形固定資産現在価値額　■ 売却・減損累計額

2,000
1,800
1,600
1,400
1,200
1,000
800
600
400
200
0

1,5291,529

968968

1,5311,531

1,8181,818

1,4071,407

1,2411,241

1,3421,342

964964

R2 R3 R4 R5

1,3741,374

887887

R6
■ 資産の取得　■ 資産の減価償却等

（単位：百万円） （単位：百万円）
有形固定資産現在価値の推移（土地を除く） 有形固定資産の増減の状況（土地を除く）
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●貸借対照表

●固定資産の推移
直近５か年における本学が保有する有形固定資産の推移をグラフ化しています。

科目〈負債の部〉 R６ R５ 増減
運営費交付金債務 627 431 196
外部資金前受金・債務 1,126 882 244
長期借入金 246 287 △ 41
その他 2,491 2,808 △ 317
負債合計 4,490 4,408 82
科目〈純資産の部〉
政府出資金 54,266 54,266 0
資本剰余金 △ 6,590 △ 6,141 △ 449
目的積立金等 1,549 1,740 △ 191
積立金 5,978 5,552 426
当期未処分利益 288 500 △ 212

純資産合計 55,492 55,919 △ 427
負債・純資産合計 59,983 60,328 △ 345

科目〈資産の部〉 R６ R５ 増減
土地 37,939 37,939 0
建物 10,716 11,274 △ 558
減価償却引当特定資産 718 500 218
有価証券 1,218 721 497
現金及び預金 2,418 3,275 △ 857
その他 6,974 6,619 355

資産合計 59,983 60,328 △ 345

令和 6 年度財務諸表

（単位：百万円）
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Financial statements for fiscal year 2024
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●損益計算書
科　目 R６ R５ 増減

費用
教育経費 1,662 1,677 △ 15
研究経費 841 999 △ 158
教育研究支援経費 491 379 112
受託研究費・共同研究費等 694 517 177
人件費 7,293 7,448 △ 155
その他 626 667 △ 41

経常費用合計 11,607 11,687 △ 80
収益
運営費交付金収益 6,142 6,695 △ 553
学生納付金収益 3,318 3,300 18
外部資金収益 1,710 1,451 259
その他 649 645 4

経常収益合計 11,819 12,091 △ 272
臨時損失 1 0 1
臨時利益 0 0 0
目的積立金等取崩額 77 96 △ 19

当期総利益 288 500 △ 212

民間ベースでの損益
注記

国から出資された建物に係る減
価償却費等相当額 △ 750 △ 602 △ 148

国からの施設整備補助金相当額 83 246 △ 163

科学研究費助成事業（直接経費）
受入額 291 335 △ 44

科学研究費助成事業（直接経費）
支出額 △ 290 △ 348 58

上記を加味した当期総利益相当
額 △ 378 131 △ 509

（単位：百万円）

翌年度以降への繰越
額が増加したため

退職手当の減少等の
ため

外部資金獲得額が増
加したため

退職手当の減少等に
より収益化額が減少
したため

令
和
６
年
度
財
務
諸
表
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■ 特殊要因運営費
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6,460

2005

6,338

2006

6,301

2007

6,236

2008

6,196

2009

6,145

2010

6,101

2011

6,098

2012

5,688

2013

5,555

2014

5,936

2015

5,997

2016

5,866

2017

5,874

2018

5,886

2019

5,970

2020

5,936

2021

5,897

2022

5,961

2023 2024

5,995

1,234 1,083 1,372 865 594 915 836
904 908 811 1,052

229 1,535 1,300 72 36

1,063 1,018 958 1,255 975 838 706 823
1,189

7,649 7,571 7,384 7,607 7,061 6,739 7,015

7,163 8,128 7,764 6,820 7,085
6,930 6,893 6,845 7,225 6,911 6,736 6,667 6,818

269
6,338

2004年度▶2024年度
△1,311百万円（△17.1％）

55 22 33 33 55 44

6,068
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令和 6 年度財務諸表

　国立大学法人評価委員会が示した財務情報の活用方法を参考に、令和6年度決算に基づいて岩手大学の財
務状況を分析し、財政規模、収支構造に着目して本学と類似の大学として同委員会が分類したＨグループ（医
学部を持たない地方総合大学）10大学との比較を行いました。

　国立大学法人では、安定した教育研究活動・大学運営を行うため、外部資金の獲得をはじめとする多様な
財源の資金受入の推進が非常に重要となっています。

●財務比率の分析

●外部資金受入状況の推移

　業務費対教育経費、及び研究経費の比率の

高さから、教育研究の活動性が高いことがわ

かります。また、人件費比率や一般管理費比

率といった管理的経費は平均値に近い値と

なっており、効率的な運営が行われているこ

とを表しています。

　外部資金比率が依然として平均値を下回っ

ており、改善が必要な点となりますが、外部

資金比率には、補助金及び科学研究費助成事

業（科研費）等が含まれていないためと考え

られ、補助金の交付額は前項のとおり増加し

ています。

｜  評価すべき点  ｜

｜  改善すべき点  ｜

Financial statements for fiscal year 2024
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　限りある財源を効果的に配分し、教育研究活動を維
持するためには、各活動別のコストを把握することが
必要です。財務諸表上では、教育経費や研究経費の費
用を開示しておりますが、それだけでは各活動別のコ
ストを把握することは困難です。例えば、人件費や外
部資金といった費用は、財務諸表上だけでは何の活動
に使用したのか知ることができません。
　よって、岩手大学では、一定の算定基準を設け、費
用全体を「教育活動」「研究活動」「管理その他の活動」に
分類し、活動別コストの見える化に取り組んでいます。
※国立大学協会国立大学法人におけるコストの見える化検討会
　分析手法試案の集計方法による。

●コスト分析

●運営費交付金収入の推移（決算ベース）

教員一人当たりの研究コスト

1,431.8万円
教員数／研究活動コスト（2024年度実績）

学生一人当たりの教育コスト

112.8万円
学生数／教育活動コスト（2024年度実績）

令
和
６
年
度
財
務
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表
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タイトル：青い、走る
作者：永井  竣大

（岩手大学教育学部附属特別支援学校高等部３年）

作品解説：この作品は、スポーツをテーマに制作し
たポスター原画です。「スポーツ」からイメージす
る言葉や色を考えて構成しました。「走る、投げる、
跳ぶ」の運動をしている人をモチーフに描き、スポー
ツのスピード感や力強さを背景の色彩で表現しまし
た。（指導者）

【お問合せ先】
岩手大学戦略企画・評価分析室
〒020-8550 岩手県盛岡市上田 3 -18 - 8
TEL：019-621-6032
E-mail：senryaku@iwate-u.ac.jp

岩手大学は2029年に
80周年を迎えます。

表紙：永井  竣大「青い、走る」

統合報告書2025

岩手大学は2029年に
80周年を迎えます。


